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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

Zeitschrift舳rTuberkuloseBd.76,H.5,1936.

一レ ン トゲ ン
」學 的 二 認 識 シ 得 ル 初 期 攣 化 群 ノ 臨 鉢

的 意 義

F.A.Nolte:DieklinischeBedeutungdesr6ntge-

nologischerkennbarenPrimarkomplexes.

著 明 ナ 〃 初 期 墜 化 群 ノ形 成 ハ、肺 組 織 二封 シ幾 何 カ ノ

保 護 作 用 ヲ演 ズ ル ト見 ル學 者 モ ア リ、叉 關係 ナ シ ト見

ル學 者 モ ア リ、定 読 が ナ イ。 併 シ コ ノ問題 ・・結 核 豫 後

判 定 ト關 聯 ジテ實 際 問 題 トシテ重 要 デ アル ノデ、著 者

・・5712人 ノ材 料 二就 テ、 之 力'槍討 ヲ試 ミテ 居 ル。9P

チ著 者 ハ 「レ ソ トゲ ソ」 像 二 依 ツ テ認 識 シ得 ル 初 期 …愛

化 群 が、肺 病 攣 ノ如 何 ナ ル モ ノニ 多 ク陽 性 デ ア ル カ ヲ

見 ヨ ウ1・シテ、被 楡 例 ヲ次 ノV群 二分 ケ タ。1群 ハ健

康 人 、 皿群 ハ僅 少 ノ硬 化 性 ノ病 攣 ヲ有 ス ル モ ノ、皿群

・・皿群 ヨ リ廣 イ攣 化 ヲ有 ス ル モ ノ、IV群 ハ 圭bシ テ

滲 出性 ナ ル病 機 ヲ示 ス モ ノ、V群 ハ空 洞 性 肺 結 核 ヲ有

ス ノレ毛 ノ。

石灰化セル初期墜化群(原 髪竈叉ハ淋巴腺)ノ 獲見率

ヲ見ルニ、全群 ヲ通 ジテ30%、 皿群二最モ高クシテ

41%、V群 二最モ低クシテ20%、1健 康者群ニモ24

%デ アル。

著者・・、「レソトゲソ」學的二認識 シ得ル、即チ比較的

充分二石友 ノ沈著シタ初期攣化群ハ、既二初期攣化時

二於ケル結核病攣過程 ノー特別型 ト見ル。カ ・ル石灰

化初期墾化群 ヨリハ血行性散布ガ起 リ易 ク、叉 カクシ

テ現ハレタ血行型病墜・・、初期墜化群 ノ搬痕 二、或 ・・

叉從來未ダ病マザル淋巴腺二、逆 ニマタ石灰 ノ沈著 ヲ

促 がス、 ト考ヘラレルが、コノコトカラ皿群、即チ比

較的贋 イ硬化性 ノ攣化 ヲ有スル群二、初期攣化群 が最

モ高奉二詮明セラレル事實が理解セラレル。

以上 ノ關係 カラジテ、コノ「レソトゲソ」學的二認識 セ

ラレル初期塑化群 ノ存在 自髄ハ、健常者二在ツテソノ

勇盟的低格 ノ表徴 トナルワケデモナイシ、肺結核患者

ニ ア ツテ 肺組 織 二封 シ保 護 作 用 ヲ 演 ズル ワケ テ モナ

イ ト、 著 者 ・・見 テ ヰル 。(刀 根 山 苅 部 抄)

後 二 上 葉 成 形 術 ヲ行 フー 時 的 上 葉 充愼 二就 テ

K.Dieh1:Zurtempor5renOberlappenplombierung

mitnachfolgenderOberlappenplastik.

Kremer・ ・大 空洞 ノ アル 場 合一一時 的 上 葉 充 填 ヲ 行 ツ

テ、 後 二 上 葉 成形 術 ヲ 行 フ結 果 が ヨ イ ト報 告 シ テ居

ル。患 者 ノー般 状態 ヘ ノ反 磨 ・・胸 廓 成 形 術 ヨ リ甚 シ 〃

少 イ様 テ ア ル。著 者 ・・此 ノ方 法 ヲ特 二 大 キ ナ空洞 ノ大

1莚ノ喀 唆 量 ア ル モ ノ反 封 側 又 ハ 他 ノ器 官 二古 イ病 竈

アル モ ノ、封 側 二氣胸 ノアル モ ノニ行 ソ タ。 無 菌 ニ ナ

ル様 ウマ ク虚 腕 が 出 來 ル コ ト・・充 填 部 ノ:嚢萎 縮 ト關

係 が アル ト信 ズル 。充 填 床 ヲ空 ニ ス ル トソ ノ萎 縮 力 ヲ

失 フ ノデ、後 二 ・・上 葉 二空 洞 ヲモ チ萎 縮 傾 向 ノナ イ患

者 ニ モ此 ノ方法 ヲ行 ツタ。

Kremerト 同様 患 者 が コ ノ2ツ ノ操 作 二堪 工得 タ が、

1933年 二 合 併症 ヲ見 タ。

空 洞 ヲ有 ス ル 雨側 培殖 性 結 核 ノ26歳 ノ男 子 二 手 術 ヲ

行 ツ タ。 雨 側 氣胸 デ右 側 ハ成 功 、左 側 ・・肋 膜 癒 著 が ア

ツタ ノデ、 左 側 横隔 膜 紳 経 捻 挫 後 此 ノ 力法 ヲ 施 行 。

3609「 パ ラ フィソ」ノ充 填 デ喀 疾 減 少 、菌 ノ・消 失 ジ タ ガ

ヂ キ ニ叉 設 明 サ レタ。 丁 度4ケ 月 後 充填 物 除 去 、上 葉

成 形 術 ヲ行 ツタ。 傷 ・・一 次 的 二治 癒 、虚 暁 モ成 功 。 患

者 ノ・ヂ キ ニ無 菌 ニ ナ ツ タ が約7--8週 後 喀 疾 塘 加 、 菌

謹 明 セ リ。 更 二2週 間後 膣 温 上 昇 約39。 。 搬 痕 下端 腫

脹 ス 。 切 開 ニ テ コッホ菌 詮 明 。 充 填 床 二結 節 ア リ。 外

側 へ ・痩 ・・手 當 ニテ 治癒 セ ズ。

病 状 ハ充 填 床 ノ結 核 感 染 ナ リ。 「パ ラ フ。ソ」除 去 ノ時

黄色 無 菌 ノ液 ガ出 タ。 コ レ迄 ノ例 デ僅 カ ノ 「充填 分 泌

物 」ヲ見 タ コ トモ アル が合 併 症 ノ起 ツ ダ コ トハナ カツ

タ。 コ ノ空 隙 二 「ヨ ー ドフォル ム」ヲ多量 入 レテ モ、 寒

性 膿 瘍 ハ防 ゲ ヌ.
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結 論:一 上 葉 成 形 術 前 ノー 時 的 上 葉 充 填 二際 シ、 外 方

ヘ ノ長 ク存 ス ル痩 ヲモ ツ充 填 床 ノ 結 核 性 膿 瘍 ノ骸 生

ヲ 含併 セ ル例 ヲ経 験 セ リ。(刀 根 山 高 橋 抄)

結 核 菌 尿 二 關 ス ル 臨 躰 的 拉 實 験 的 研 究

C.Bacanu。(Bukarest):Klinischeu.experimetelle

Untersuchungifberdietuberku16seBazillurie.

結 核 薗 ノ尿 中出 現 二關 ス ル研 究 者 ノ意 見 ハ、之 ヲ 菌/

健 康 腎 上 皮 細 胞 ヲモ通 過 ソ 得 トナ ス モ ノ ト腎 臓 ノ病

的 攣 化 無 ク ンテ ・・能 ・・ズ トナ ス モ ノニ大 別 ス ル ヲ得 。

著 者 ノ・下 ノ成 績 ヨ リ シテ後 訊 二賛 ス。

1.臨 肱 的 槍 索98名 ノ患 者 中、84名 ・・唯1同 ノ検 鏡

(遠 心 、硫 駿 塵 置ノニ ヨ リテ僅 カニ1例 ノ腎結 核 二於 テ

陽 性 、 残iル14名 ノ・i連練 探 尿 楡査12日 二 及 ベ ル モ ノ

18名 、8日 一 ト ドメ タ ル モ ノ6名 、何 レモ、 直接 検 鏡

ノ他L6wenstein氏 培 地 培 養 及 海6冥移 植(T.0反 磨 陽

性 化検 定 後 剖 見)ヲ 併 セ行 ヒタ ル ニ、 培 養 試 験 ノ ミニ

2例 ノ陽 性 成 績 ヲ得 タ ル ニ ス ギ ズ、而 モ其/1名 ノ・腎
ゆ

結 核 患 者 ニ シ テ他 ハ慢 性 腎 炎 患 者 ナ リキ。

2.實 験 的研 究7匹 ノ家 兎 二人 型 結 核 菌0.001mg

ヲ静 脈 内 注 射 ヲナ シ、 時 間 的 二(4時 間 、8時 間 、24

時 間 ・…3日 乃 至8日 後 二 至 ル)尿 道 結 紮 後 解 剖 、 膀

胱 穿 刺 ニ ヨ リテ得 タル 尿 ヲL6wenstein氏 培 地 二植

ヱ、 中2例 ハ海 狸 二入v、1例 ・こ腎組 織 ノ槍 鏡 ヲ ナ

シ、 尚1例 ハ 腎臓 ヲ磨粋 セル モ ノ ヲ 上 記 培 地 二培養 、

3ケ 月後 ノ成 績 ヲ以 テ 列 定 セ ル ニ何 レ ノ場 合 二於 テ

モ陰 性 ナ リキ。(刀 根 山 岩 崎 抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseB.78,H.4,1938.

Histamin負 荷 二 依 ル 呼 吸 機 能 試 験 二就 テ

Josephsch16sser:UbereineAtmungsfunktionspr-

tifungmittelsHistaminbelastung.

結 核 ノ各 種 及各 程 度 ノ患 者 二Histaminヲ 注射 シ テ ソ

ノ肺 活 量 及 呼 吸 休 止 時 間 ヲ 測 定 シテ 見 タ ル ニ輕 症 及

中等 症 デ ハ攣 化少 ク 重症 デ モー 側 性 ノモ ノ ハ減 少 が

著 明 デ ナ イ。 即 チ肺 ノ健 常部 ガ 補 足 シ得 ル カ ラデ ア

ル 。 爾 側 性 ノ重 症 デ ・・減 少 が 明 カデ ア リ亦 恢 復 時 間

モ延 長 ス ル。

一 側 性 氣 胸 デ ・・他 側健 常 ナル 場 合 ・・除 リ攣 化 シナ イ。

雨 側 性 虚 脱 療 法 ヲ 施 行 ス ル ニ ア タ ツ テ ハコ ノ方 法 ・・

重 要 ナ補 助 法 デ ア ツテ 障 碍 ナ ジニ何 レ ノ 程 度 迄 肺 ヲ

虚 脱 セ シメ 得 ル カ或 ・・中止 ヌ ベ キ モ ノデ ア ル カ ヲ指

示 ス ル 。横 隔 膜 紳経 捻 除 術 デ ・・肺 活 量 呼 吸 休 止 時 間 共

二低 下Histamin=gリ 更 二 低 下 ス ル 。他 側 健 常 ナ ル

場 合 ニモ 低 下 スル 故 ニ コ ノ手 術 ニ ゴ リテ ハ呼 吸 可 能
ク

ナ組 織 ヲ モ呼 吸 鉄 如 二至 ラ シメ ル ト見 ラ レル。部 分 的

(上 部)成 形 術 デ ノ・減 少 輕 徴 デ アル 。

自llHistamin員 荷 試 験 ・・肺 機 能 楡 査bシ テ簡 軍 ナ ル良

法 デ殊 二 虚脱 療 法 ノ適 鷹 指 定 二有 意 義 ナ 補 助 法 デ ア

ル 。(刀 根 山 松 村 抄)

肺 患 者 作 業 療 法 ノ補 助 法 トシテ タ刻 ノ氣 胸 補 充 注 入

H.Schoenemann:DieLuftbrustnachfUllungam

AbendalsHilfsmittelbeiderArbeitsbehandlung

des]Lungenkranken.

作 業 二 從 事 シツ ・アル 患 者 ノ 氣 胸 補 充 注 入 ハ 仲 々思

ハ シ〃施 行 出 來 ナ イが 之 ヲ 作 業 ノ終 了 ジタタ 刻 二施

行 シタルニ主婦 ノ如 ク特別 ノ事情 デ止ムヲ得ナイ以

外 ノ者デハ甚ダ都合良 〃且 ツ患者モ氣分良好デアル。

r刀根山 松村抄)
'

結 核 治療 ノ原 理

Mariav.Babarczv:GrundsatziicheszurTuberkulo-

setherapie.

結 核 治療 ヲ全 髄 的 二 観 ル ト ・ツ ハ積 極 的 治 療 ヲ 行 ・・

ズ衛 生 的 状 態 ニ ア ラ シメ テ 身膣 ノ強 肚 ヲ 圃 ル ノ ミデ

髄 力 ノ増 進 二依 リテ 疾 病 二 打 勝 タ レメ ル トィフ ー ア

リ。他 ・・特 殊或 ハ非 特 殊 刺 ニ ヨ リテ結 核 病 攣 共 ノモ ノ

ヲ治 療 セ ソ トス ル ニ アル 。後 者 二團 ス ル モ ノ ・根 本 ハ

如 何 ト云 フ ニ反 雁iノ生 物 學 的機 序 ヲ論 ズル 他 ナ シ。適

當 ナ ル 個所 二適 常 ナル 反 慮 ヲ起 ス ニ アル 。治 療 ニ ヨ リ

テ惹 起 サ レル 反 磨 ・・恰 度 結 核菌 ニ ヨ リ個 盟 が 抵 抗 反

慮 ヲ現 ・・シタ時 ノ如 キ状 態 二 病 相 ノ攣 化 ヲ 修 正 ス ル

時 二適 當 ナ ノデ アル。即 チ結 核 病 竈 ノ周 園組 織 ヲ刺 戟

シテ異 物 ニ ヨル 無 菌 的 炎 症 一 相 當 スル 相 ㍗ナ ラ シメ

結 締 織 ノ墳 殖 萎 縮 ヲ 起 サ セ治 癒 二導 カ シ メ ル ノ デ ア

ル。故 二治 療 ノ数 果 ハ特 殊 刺 非 特 殊 倒 ノ如 何 二拘 ラ ズ

問 題 ハ ソ ノ量 二 關 ス ル。コ ノ量 ノ問題 が非 常 二困 難 デ

アル 、 菌 ノ毒 力 、個 艦 ノー般 及 局 所 ノ特 殊蛇 非 特 殊性

ノ反 旛 、 病 機 ノ活 動 性 ノ相 違 ニ ヨ リテー・定 セ ズ、何 レ

ノ場 合 ニ モ特 定 サ レタ 景 が 見 出 サ レル 様 ニ ナ ル マデ

ノ・結 核 ノ治 療 ・・先 ヅ正確 ナ 科 學 デ ・・ナ 〃治 癒 ノ藝 術

デ ァル。(刀 根 山 松 村 抄)

結 核 罹 患糖 尿 病 患 者 ノ治 療 二就 テ

F.Bertram:ZurBehandlungtuberkul6serDiabeti一
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ker(EntgegnungaufdiegleichnamigeArbeitvon

Dr.TheoKaiserinZ.Tbk.76,103,1936.)

Kaiser・ ・結 核 糖 尿 病 患 者 二Insulin治 療 ヲ行 ヒテ致

死 的 喀 血 ヲ惹 起 サ セ タ5例 二 就 テ ノ観 察 ヲ 報 告 シテ

ヲル が著 者 ハ多 数 ノ結 核 糖 尿 病 患 者 ノ 治 療 経 験 上 之

二反 抗 セ ザル ヲ得 ヌ。Kaiserノ 治 療 法 ・・蕉 式 ノ治 療

原 則 ニ ヨ リ含 水 炭 素 ノ 過 少 、 脂 肪 ノ過 多Insulinノ

過 量 デ ア ツテ コ ノ際 反 封 調 節 作用 ガ 弧 クナ リ、 血 中

Adrenahn過 剰 トナ リ血 腿 ノ墾 化 が起 ツテ各 種/出 血

ヲ惹 起 ス ル、 結核 患 者 ニ モ ソ ノ危 瞼 ガ アル。著 者 ・・食

餌 ノ配 合適當 ニ シテ 「グ リコー ゲ ン」當 債 ヲ 考慮 シナ

ガ ラInsulin治 療 ヲ 行 フ テ ヲル が其 〃 メ ニ喀 血 ヲ

起 シタ例 ・・ナ イ。(刀 根 山 松 村抄 ノ

結 核 罹 患糖 尿 病 患 者 ノ治療 二就 テ

TheoKaiser:ZurBehandlungtuberku16serDiabeti-

ker(SchluBwortaufv`)rstehendeEntgegnungvon

Dr.F.Bertram.)

Bertram・ ・著 者 等 ノ結 核 糖 尿 病 患 者/Insulin竃Il射

ニ ヨ リ喀 血 ヲ 來 〃 ジ 〃 ・ノ・糖 尿 病 治療 二 駕式 法 ヲ用

ヒ タ4メ デ ア ル1・ ウテ ヰ ル ザ 著 者等 モ 近 時 ノ・新 シキ

見解=從 テ治 療 ソテ ヰ ル。 即 含 水 炭 素 ヲ1009以 ドニ

ス ル 事 ・・稀 デ ア リ脂 肪 モ1209内 外 デKetonurieヲ 起

シタ例 ハ1例 モ ナ イ、著 者等 ノ患 者 二於 ケ ル致 死 的 喀

血 ・・食 餌療 法 ノ根 乍的 ナ誤 二俵 ル トノ ミ・・言 ヘ ナ イ、

吾 人 ノ報 告 ノ目的 ・・重 症 空 洞 性 結 核 ヲ 有 ス ル糖 尿病

患 者 ヲ不 用 意 二Insulinヲ 以 テ治 療 ス ル ノ・危 瞼 ナル ヲ

主 張 ス ル ニ アル。(刀 根 山 松 村抄 ノ

1936年 ノFriedrich・Scbmer-Universit翫Jena/

Mediz,Poliklinikノ 結 核 相 談 所 年 報

,J.E.Kayscr-Petersen:JahregberichtderTuber・

kulose・FdrsorgestelleanderMediz,Poliklinikdei・

Friedrich-Schiller-UniversitatJenaUberdarJah1・

1936(mitBemerkungenUberdie,,zuspate``Erf-

assungderOffentuberku16sen/

Jena市 部Stadtro㌔ 郡部 二於 ケル 結 核 ノ諸 調 査 蛇

ソ ノ比較 二就 テ報 告 シ特 二開 放 性結 核 獲 見 ノ 「晩 キ ニ

過 ギ ル」鮎 二注 目 シ テヰ ル。 所 謂 手 後 レ ノ 率 ハ 中部

60.49。 郡 部69.5%二 及 プ。 コvカ'原 因 ・・、1)患 者 が

結 核 初 期 症 状 二關 ジテ無 智 デ ァ ル。ソ ノ改 善 ハ國 民 二

結 核 初 期 症 状 ヲ敏 示 ス ル ニ ァ ル。2?將 師 が誤 診 ノタ

メ患 者 ヲ相 談 所 二逡 ル迄 二時 間 ヲ消 費 ス ル、叉 諸 槍 査

が不 完 全 デ アル。}り 結 核 相 談 所 ・・結 核 患 者 ヲ獲 見 シ

タ ル時 ハ 直 チ ニ ソ ノ家 族 ノ 感 染 ノ恐 レ ア リ シ者全 部

ヲ調 査 シ患 者 ノ 獲 見 二 力 メ タ ナ ラ・・手後 レ患者 ノ数

ハ極 メ テ僅 少 トナ ル 筈 デ アル。

爾實 績 ヲ 嘱 ゲル タ メ ニ ハ實 地 醤家 ト ノ協 力 ヲ密 接 ニ

ス ル必 要 アル ヲ設 イテヰ ル。(刀 根 山 松 村 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

結 核 菌 ノCisterna内 接 種 二 因ル 結 核 性 謄 膜 炎;磯

膜 感 染 ノ解 剖 學 的 遠 隔 作 用

B.Fust:Tuberkul6seMeningitisnachintracister-

nalerInjektion、onTuberkelbacillen;anatomische

FernwirkungdesmeningealenInfektes.(Zeitschrift

ftirHygieneundInfektionskr'ankheiten;120.Band,

2.Heft,1937.)

牛 型 結 核 菌(生 菌 ノヨ リ牛 膿 汁 蛇 二 生理 的 食 聴 水 ヲ

以 テニ.種類 ノ菌 浮 游 ヲ 調 製 シ是 等 ノー一定 量 ヲー 定/

手 技 ノ ドニ家 兎 ノgroBeLiquorcisterne内 二注射 シ

タ トコ ロ其 ノ結 果 トシ テ膀 奪髄 膜 ノ 結 核性 疾 患 ヲ惹

起 スル ニ 至 ツタ が、其 ノ経 過 乃 至症 状 ノ速 度 及 ビ強 弱

ノ・接種 菌 量 ノ多 寡 二依 テ左 右 サ レル モ ノデ ア ツタ。而

シ テ結 核感 染 ハ 凡 テ ノ場 合 中欄 紳 経 系統 ノ ミニ 限 局

サレ内臓・・全ク其 ノ侵襲 ヲ免 レテ居タ。

鵬膜病攣 ノ特異 ナ所見 トジテ解剖學的ニハ結核結節

及ビ巨態細胞 ノ歓如及 ビ細菌學的ニハ多藪 ノ結核菌

ノ存在 ガ認 メラレタ。

鵬脊髄軟膜 二見 ラレル結核性肉芽組織 ヨリハ支脈ガ

分 レ共 ノ支脈 ・・脊髄白質内 ノ血管周園浸潤 トシテ膿

皮質二延 ビテ居タ。伺斯 カル部位二・・如何二精査 シテ

モ結核菌ヲ全ク謹明シ得ナカツタ鮎 ヨリ推 シテ解剖

學的二攣化 ノアル部位が必 ズシモ病原臆播布 ノ根櫨

m鮎1・ナルモ ノデ・・ナ イ1・謂ヘル課デアル。

中櫃科経系統二 於ヶル斯ル血管周園寝潤ノ・膿膜結核

感染ノ遠隔作用 ヲ物語ルモノデアツテ 而モ此 ノモノ

ハ、結核性炎症竈 ヨリ産生サレル非特異的異常代謝産

物ノ作用二圭 トシテ蹄セラレノレ可キモ ノデアリ且叉
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是等ノ代謝産物二封スル 血管結締織 ノ特殊反慮 トモ

見ラル可キモノデアル。(九 大細菌 占部薫抄)

結 節性紅斑ノ結核性病因 卜細菌學的讃明 プ
RaulCibilsAguirreetAndr6R.Arena:Etiologie

tuberculeusedel'6rythさmenoueux,a6monstration

bact6riologique.〆Archivesdem6dicinedesenfants

T6me39,p.137--148,1936.)

5例 ノ結 節 性 紅斑 患 者 デ 獲 疹 後5日 乃 至6ケ 月 ノ間

二、 結 核菌 が結 節 ノ中 二存 在 ス ル コ トヲ詮 明 シ得 タ。

即 チ1例 デ ハ結 節 カラ 直接 培 養 二成 功 シ、他 ・・海 狸 ノ

淋 巴 腺 二接 種 シ テ成 功 シ タ。

(京大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

1エ ピツ ベ ル ク ロー ゼ 」ヲ繰 返 シ タ例

IhsanHilmiAlantar:Uncasa'infiltration6pitu-

berculeuserecidivante.・:Archivesdem6dicinedes

enfantsT6me39,P.169-172,1936.)

6歳 ノ小 見 二10ケ 月 ノ間 二繰 返 シ テ左 側 ノ「エ ピツ ベ

ル ク ロ ー ゼ」ヲ起 ジタ例 ノ 「レ ノ トケ㌧/」爲 眞 ヲ示 シテ

ヰ ル。 ピ ル ケ反 慮 モ マ ソツ ウ反 庶 モ 終 始 陰 性 デ ア ソ

タb。1京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見 結 核 ノ根 源

J.Comby:Lesoriginesdelatuberculoseinfantile

(Archivesdem6dicinedesenfant.sT6me39,P.

761,1936.)

19世 紀 末 葉 二 至 ル マ デ ノ・遺 傳 ス ル イ…'}¥命 ノヤ ウ

ナ結 核 髄 質 ナ ル モ ノガ腸 者 ノ間 ニ モ 信 ゼ ラ レテ ヰ タ。

當 時 肺 虜 患 者 ・・パ リー病 院 二於 テ モ 隔 離 サ レナ カツ

タ。Villeminニ ヨル結 核 性 物 質 ノ接 種 ノ成 功 、Koch

ニ ヨル結 核 菌 ノ獲 見 ニ ゴ ツテ 結 核 遺 傳 訊 ハ 傳 染 訊 二

席 ヲ 譲 ツ タ。Valtisノ 濾過 性病 原 膣 二 關 スル 賞 讃

ス ベ キ研 究 ハ ア ル ガ 遺 傳 設 ノ・ソ レ・ニ ヨツ テ復 興 ス ル

ニ至 ツ テ ヰ ナ イ。胚 種 ニ ヨノ哺童傳 ノ・實 験 室 デ ノ・確 メ ラ

レタ ガ臨 抹 デ ハ例 外 デ アル 。小 見 結 核 ノ殆 ド全 部 二家

庭 内 感 染 が謹 明 サvル 。 感 染 ハ 年 齢 ト共 二増 加 シ15

歳 デ60%ヲ 越 エ ル。 結 核 感 染 が 母 盟 カ ラ起 ラ ヌ ノノ・

胎 盤 が菌 ノ移 行 ヲ防 グタ メ デ 母髄 ノ結 核 が 甚 シ〃進

行 シテ ヰ テ モ菌 ノ移 行 ・・稀 デ アル 。結 核 二罹 リヤ ス イ

素 質 ナル モ ノ ノ存 在 シナ イ コ トハ 結 核 母 髄 カ ラ生 誕

直 後 二隔 離 サ レタ 小 見 ガ 健 康 二 生 育 スル 事 實 カ ラ謹

明 サ レタ。結 核 ノ豫 防事 業 ハ最 初 結 核 ・・生後 ノ感 染 ニ

ョル1・ イ フ蜀 噺 二基fテ ナ サ レタ ガ、ソ ノ成 果 ノ・最 新

ノ學 説 ヲ逆 二 支 持 ス ル ニ 至 ツ テヰ ル 。(Oeuvrede
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Grancher,PlacementfamilialedesTout-Petits .等)。

菌 ノ侵 入様 式 ハ 理 論 的 ニ ハ多 々 アル が實 際 デ ハ氣 道

ガ第 一 デ アル 。 コ レハ解 剖 學 的 二謹 明 サ レテヰ ル。小

見 ノ腸 結 核 モ 自 ラ ノ 氣 道 二 由來 ス ル 喀 疲 ノ嚥 下 ニ ヨ

ル。皮 膚 カ ラ ノ初 感 染 ナ ル モ ノハ甚 ダ 稀 デ アソレ。BCG

ハ無 害 デ 大 多 敷有 数 デ ア ル コ トが 實施 者 ニ ヨツ テ 唱

ヘ ラ レテ ヰ ル が未 ダ確 信 ヲ抱 カス ニ至 ツ テ ヰナ イ。將

來 ノ統 計 ノ確 實 ヲ 期 ス ル タ メ ニ接 種 ノ・経 ロ デ ナ シニ

皮 下 二行 ハ レル ヤ ウ ニナ ツ タ。BCG接 種 ト同時 二小

見 ヲ結 核 ノ環 境 カ ラ隔 離 セ ネバ ナ ラ ヌ。然 ジ喀 疲 ノ禁

止 モ ム ダ デ ノ・ナ イ。ヌ ベ テ コ レ等 ・・豫 防 署 學 、 治 療 衛

生 ノカ ヲ マ タ ネ バ ナ ラヌ。最 近 ノ欧洲 ノ小 見 結 核 豫 防

ノ 目的 ハ 初 感 染 ヲ 出來 ル ダ ケ避 ケ、且 ッ ソ ノ不 可 避 ナ

モ/ニ ノ・再 感 染 ヲ制 限 ス ル トイ フニ アル。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見 初 期 結 核 ノ 早 期 診斯 法 トシ テ!胃 内容 中結 核

菌 楡 索 ノ利 盆

RobertDebr6,A.Saenz,RobertBrocaetCostil:

Inter6tdelarecherchedubacilletuberculeuxdans

lecontenugastriquepourlediagnosticpr6cocedu

d6butdelatuberculosechezl'enfant.(Archivesde

m6dicinedesenfantsT6me39,779-786,1936.)

乳 見 二於 テ最 初 二 胃 内容 カ ラ菌 ヲ 詮 明 シタ ノ・・M・

HenriMennierデ アツ タ(1898)。 近 年Armand・Delille

ガ再 ピ コ ノ方 法 ヲ用 ヒテ 以 來 各 國 デ 盛 二行 バ レル ニ

至 ツタ.ワ レワ レモ亦 コ レ ヲ追 試 シ テ ソ ノ有 盆 ナ コ ト

ヲ確 認 シタ。 早 朝 空 腹 時 二 口 司 リ 「ゾ ソデ」ヲ入 レテ

100αα及至200c.c.ノ 水 デ洗 ヒ、 直接 瞼鏡 シ叉 培 養 、動

物 試 験 ヲ行 フ。「レ ソ トゲ ソ」窮 眞 デー 次 病 竈 ヲ肺 二詮

明 シタ モ ノ ノ 中6名 陽 性 ノ結 果 ヲ得 タ が、ソ ノ 中4名

・・臨 抹 所 見 ヲ呈 セ ズ、3名 ハ咳 漱 ヲ飲 イタ。 「レソb

ゲ ソ」爲 眞 デ何 等所 見 ヲ呈 シナ イモ ノデ菌 ヲ此 ノ方法

デ謹 明 シタ モ ノ ガ2名 ア ソ タ。叉 「ツ ベ ル ク リソ」反慮

感 受 性 ガ未 ダ 出 テ來 ナ イ 中 二菌 ノ謹 明 サ レタ モ ノモ

アル 。 結 節 性 紅 斑12名 ノ 中9名 二於 テ 菌 陽性 デ アツ

タ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

結 節性 紅 斑 ヲ有 ス ル小 見 ノ結 核 菌 血 症

RobertDebr6,ASaenzetRobertBroca:Bacil16mie

tuberculeusechezlesenfantsatteintsd'eryth6me

noueux.(Archivesdem6dicinedesenfantsT6me

39,p.787-788,1936.1)

結 節 性 紅斑 ノ出 來 ル見 ノ有 勲 期 二、10乃 至15aα 探 血
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シ、5%ノ 杓 縁 酸 盤2qqヲ 加 へ 、 直 接 、或 ハ遠 心 沈澱

シテ海 狸 ノ皮 下 二注 射 ス ル 。但 シ1匹 ノ注 射 量 ノ・5c.α

ヲ越 エ ナ イヤ ウー ス ル 。 コ ノ方 法 デ29名 ノ結 節 性 紅

斑 ノ中5例 デ 陽性 ノ成 績 ヲ得 タ。コ ノ1.7%ノ 陽 性 率

ノ・普通 確實 ナ結 核 二於 ケル 菌謹 明 奉0.3-一 一〇.4%ヨ リ

高 イ。 血 中 ノ菌 ノ・少 量 デ アル ラ シ 久 海 狸 二結 核 症 状

ヲ呈 シテ 來 ル ・一 日鍛 ヲ永 ク要 ・;z(60乃 至95日)、2

匹 ノ中1匹 シ カ感 染 シナfノ モ ア ツ タ。以 上 ノ事 實 ハ

結 節性 紅 斑 が小 見結 核 ノ端 緒 デ ァル コ トヲ示 ス 。

(京 大 小 見科 松 田 道雄 抄)

肺 動 脈 狡 窄 ト結 核

H.GrenetetJ.Francois・Joly:R6tr6cissementde

l,artらrepulmonaireettuberculose.(Archivesde

m6dicinedesenfantsT6me39,p.789-797,1936.)

結 核 ト肺 動脈 狭 窄 ト ノ關 係 ・・50年 來 論 ジラvテ ヰル 。

Hutinelハ 雨 者 ノ合 併 ス ル コ1・ヲ認 メ、Pic及Mor6nas

ハ 肺 動 脈 狭 窄 ・・結 核 二罹 リヤス ク スル トイフ。 最近

12人 ノ心臓 病 專 門 家 ガ コ ノ問 題 二就 テ 質 問 ヲ受 ケタ

ガ、 線 テ ガ コ ノ合併 ・・稀 デ アル ト イフ。以 前 ノ統 計 デ

ハ ソ レ ゾ レノ診 漸 が不 確 實 デ ア リ、ヨ リ重 要 ナ契 機 タ

トへ ・{家庭 内感 染 が顧 慮 サ レテ ヰ ナ イ。實 験 モ亦 矛 盾

シタ成 績 ヲ ア ゲ テヰ ル 。即 現 在 ノ ワ レワ レ ノ知 識 ヲ以

テ シ テ ハ肺 循環 ノ障 碍 が 結 核 ノ豫 後 ヲ ヨク スル カ否

カ ハ キ ズラ レナ イ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄 ノ

小 見 結 核 性 磯 膜炎 ノ病 因 二 於 ケ ル 牛型 菌 ノ役 割

E.Lesn6,A.Saenz,M.SalembiezetL.Costil:

Roledubacillebovindansl'6tiologiedelam6nin。

gitetub6r6ul6usechezl,enfant.(Archivedem6dicine

desenfantsT6me39,P.798-803,1936.)

130例 ノ結 核 性 携 膜 炎 患 者 ノ磯 脊髄 液 ヲL6wenstein

培 養 基 二植 ヱ兎 二接 種 シテ菌 型 ヲ検 シタbコ ロ、121

例 二人 型 菌 ヲ9例 二牛 型 菌 ヲ詮 明 シタ。培 養 基 上 二 於

テ モ人 型 菌 ノ・早期 ニ ア ラ ・・レ、外 見 粗 槌 デ多 数 二 生 ズ

ノレタ メ略 く鑑 別 可能 デ アル 。牛 型 菌 ノ謹 明 サ レタ モ ノ

ハ何 レモ加 熱 ジナ イ牛 乳 ヲ 與 ヘ テ ヰ タ モ ノデ 農 村 在

住 ノモ ノデ ァル。 家 庭 ニ ハ感 染 源 ・・ナ カ ツタ。人 型 菌

ノ蛋 見 サ レタ モ ノ ノ50.6%・ ・パ リー在 佳 デ 農 村 在 住

ハ10%デ ァ ツタ。大 多 倣家 庭 二感 染 源 が螢 見 サ レタ。

(京 大 小 見科 一松 田 道雄 抄)

ア ル ジェリア 土 人 二於 ケ ル結 節性 紅 斑 卜肺 結 核

Ch.Sarrouy,LeGeuisseletCh.Stora:Etythさme

noU6uxettuberculeus6●pulmonairecheZl,indigさne
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alg6rien.(Archivedem6dicinedesenfantsT6me

39,p.804-816,1936.)

フ ラ ソス トノ交 通 ノ盛 ニ ナノ叶 共 ニ アル ジ戎 ア ノ結

核 ・・増 加 シ ツ ・アル 。此 塵 ノ土 人 二見 ラ レル結 節 性 紅

斑 ・・ヨー ロ ッパ 人 二於 ケ ル ト同一 ノ臨 沐所 見 ヲ 呈 ス

ル。 大 部 分 ・・結 核 ノ初 感 染 二属 ス ル。感 染 源 ノ號 見 ノ

手 掛 リ トチル 貼 デ公 衆 衛 生 上 意 味 が アル 。著 者 ・・敬 例

ノ臨 肱 的 経 過 ト「レ ソ トゲ ソ」罵 眞 ヲ掲 ゲ テ ヰ ル。

1京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

結 節 性 紅 斑 研 究 ヘ ノ ー寄 與

MatildedeBiehler:Contributional'6tudede

l'erythさmenoueux.(Archivedem6dicinedesenfants

T6me39,p.817-825,1936.)

結 節 性 紅斑 ノ経 過 中叉 ハ後 二結 核 が 起 ル/・ ・言 ・・ル

ル ガ 如 ク多 イモ ノデ ・・ナ イ。直 接 ノ豫 後 ノ・悪 イモ ノデ

・・ナ イ。106例 ノ中結 核 性 磯 膜 炎 デ死 亡 シタ モ ノ・・2

例 ニ ス ギ ナt。 他 ハ全 ク治 癒 シタ。本 症 ハ ア ラ ユ ル傳

染 病 ノ経 過 中 ニ ア ラ バ レ得 ル ガ、猫 立 一ノ疾 患 トシテ モ

來 ル。 後 遺 症 ・・ナ イ。結 節 性 紅 斑 ハ傳 染 可 能 デ 同一 家

族 二轍 例 ヲ見 タ ゴ トガ ア ル。初 冬 、初 夏 二多 久 女 子 二

多 イ。 四肢 二 生 ズル コ1・が多 イ。5歳 以 下 ノ見 二 見 ラ

レ〆ル コ トモ稀 デ ナ イ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

ユ ティネ ル 氏 病 ノ偏癩 型

AntonioCarfau,HectorMouriganetCarlosMaria

Barberonsse:Lesformesh6mip16giquesdelamal.

adiedeHutinel.(Archivedem6dicinedesenfants

T6me39,p.826-831,1936.)

徴 毒 叉 ・・結 核 ヲ原 因 トジテ心 嚢 炎、肝 硬 攣 ヲ呈 ス ル疾

患 ヲ フ ラ ソス小 見 科 デ ハ ユ ティネル 氏病 トイ フ が、 著

者 等 ハ本 疾 患 二於 テ磯 栓 塞 ヲ オ コ シタ 例 ヲ報告 ス ル 。

心 筋 叉 ハ心 内膜 ノ結 核 性 墜 化 ヲ剖 検 ニ ヨ ツ テ示 シ、栓

塞 ノ原 因 ヲ此 慮 二 求 メ テ ヰ ル 。

(京 大 小 見科 松 田 道 雄 抄 ㍉
　

結 核 二 由 來 ス ル狗 慢 病 ハ 存 在 ス ル カ

A.B.Marfan:Existke-t・ilunrachitismed'origine

tuberculeuse.(Lenourrissonp.297-305,1936.)

狗 僕 病 ノ蛮 生 ニ ハ 「ヴィタ ミ ソ」Dノ 不 足 以外 二慢 性/

中毒 、感 染 が必 要 デ アル ト イフ著 者 ノ持 論 ヨ リ結 核 モ

亦 絢 僕 病 ノー ツ ノ原 因 タ リ得 ルMフ1907年 來 ノ自

説 ヲ固執 シ テ ヰル。根 慷 トス ル トコ ロバ他 ノ原 因 ヲ除

外 シ得 ル 絢 霞 病 ノ例 デ 「ツ ベル ク リ ソ」反 磨 陽 性 ノモ

ノ が アル コ ト、「レ ソ トケ㌧ ・」鴇 眞 デ所 見 ノ アル コ ト等
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デ アル 。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

結 節 性 紅 斑 ノー 例 二 於 ケ ルi苦干 ノ條 件

M.JeanStavropoulos:Quelquesconditionssurun

casd'eryth6menoueux.(BulletindelaSoci6t6de

P6diatriedeParisp.589-590,1936.)

結 核 未 感 染/9歳 ノ 男 見 二BCGヲ 輕 ロ的 二接 種 シ

タ トコ ロ25日 後 二 雨脚 、 雨 腕 二結 節 性 紅 斑 ヲ生 ジテ

來 タ^Lヅ ベ ル ク リン」反 磨 モ陽 性 ニ ナ ッ タ.コv=ヨ

リ結 節 性 紅 斑 ・・BCGニ ヨ ツ テ モ オ コ1}且 ツ 結 核 初

感 染 ノ症 状 デ アル コ トが ワ カ ル。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

1921年 カ ラ1935年 二至 ル 小 見 科 患 者 ノ活 動 性 結 核

ト非 活動 性 結 核 トノ頻 度 ノ攣 動

P.Nob6courtetS.B.Briskas:Variationsdela

fr6quencedestuberculosesactivesettuberculose

inactives註laCliniquem6dicaledesEnfants(le

1921と1935.(BulletindelaSoci6t6deP6diatt・ie

deParisp.270=274,1936.)

皮 膚 反 慮 陽 性 者 、 活 動 性 結 核 、 非 活 動 性 結 核 ・ 数 ヲ

15年 間 ヲ通 ジ 各 年 齢 群 二分 ケ テ比 較 シ テ見 タ。2歳

カ ラ5歳 ・?デ ノ皮 膚 反 慮 陰 性 者 ・・1927年 來増 加 シ、

非 活動 性 ノ結 核 モ減 少 シテ ヰ ル。 生誕 カ ラ15歳 二至

ル 活 動 性 結 核 ノ、或 時 ノ、減 少 シタ が全燈1・ シ テ 減 少 シ

テ ヰ ナ イ。卸 活 動 性 結 核 二傾 ク小 見 ノ数 ハ略 く一 定 シ

テ ヰル1・ イヘ ル。(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

新 生 見 二於 ケ ル 敗 血 症 ヲ合 併 シ タ先 天 結 核 ノー 例

MartheErlich:Uncasdetuberculosecong6nitale

associ6eaunes6pticopy6miechezunnouveaun6.

(BulletindelaSoci6t6deP6diatriedeParisp.

578-581,1936.)

産 後10日 二死 亡 シタ 潰 瘍 性 肺 結 核 ノ 嬬 人 ノ遺 見 デ ア

ル。 早 産 見 デ生 誕 直後 二 母 カ ラ隔 離 シタ が10日 目 カ

ラ呼 吸 困 難 ヲ起 シ、3週 後 二肺 炎 症 状 ヲ 呈 シ1ケ 月

後 二敗 血 症 デ死 亡 シタ。剖 槍 デ粟 粒 性 乾 酪 性 全 身 結 核

ヲ謹 明 シタ 。 但 シ月簡膜 ・・侵 サ レテ ヰ ナ カ ソタ 。肝 臓 二

初 感 染 竈 が ア ツタ。(京 大小 見 科 松 田 道雄 抄)

胃 内容 中 二結 核 菌 ノ 存 在 シ タ 目下 治癒 シ ツ 、ア ル

"granuliefroide"

Armand-DelilleetJ.Boyer:Uncasdegranulie

froideavecpr6sencedebacillesdanslecontenu

gastrique.Am61iorationprogressive.(Bulletinde

laSoci6t6deP6diatriedeParisp.239-245,1936.)

録 【第16巻

Granuliefroide・ ・「vソ トゲ ソ」が モ タ ラ シタ 結 核/

新 形 態 デ1924年 二BurnaudetSay6が 報告 シタ時

ノ・喀 疾 中 二結 核 菌 ノナ イコ トヲ特 徴1・ シタ 。然 ル ニ著

者 等 ノ例 デ ハ 胃 内容 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 シタ 。14歳 ノ

男 子 デ 「レ ソ トゲ ン」罵 眞 テ ハ定 型 的 ノ粟 粒結 核 ヲ呈

シ テヰ ル が全 均 症 状 モ 侵 サ レズ髄 重 モ5ケ 月 間 二8

kgヲ 増1シ テ ヰ ル ト。

コ レニ銅'シ テ討 論 者P.L6vy,M.DuhemCoffin氏

等 ・・治癒 二關 シテ懊 疑 的 態 度 ヲ表 明 シタ 。

(京 大 小 見 科 松 田 道 雄 抄)

2歳 カ ラ16歳 マデ ノ 巴里 小 見 二 行 ツ タ ピル ケ笈 感

ノ統計

M.Co冊n:Staしistiquesdecuti・r6actionshlatuber-

culinepratiqu6essurdessujetsparisiensde2a16

aus.(BulletindelaSoci6t6p.216-233,1936.)

一般 ニ ピ ル ケ氏 法 二=ツ4ガ 陽 性 ヲ 豫 期 シテ ヰ タ ノ

ニ陰性デアツタ場合・庵mgヲ 皮内一謝 耽 ソ

ノ結 果確 カ ナ 感 染 源1・ 同居 ・yテヰ ナ ガ ラ永 年 ピ ～ヒを

陰 性 ノモ ノが ア ル コ トガ剃 ツ タ.

以 前 ノCalmetteノ 統 計 二比 較 ス ル1・陽 性 者 ・・著 シ

ク減 少 シ テ ヰ ル。コ レハ封 結 核圃 璽 ノ成 功 ヲ語 ル モ ノ

デ ァ ル。(京 大 小 見科 松 田道 雄 抄)

播 種 状 狼 瘡

Babonneix,RabutetRouさche:Lupusdissemin6.

(BulletindeIaSoci6t6deP6diatriedeParis.p.

152-154,1936.)

11歳 ノ女 見 デ 麻 疹 後3ケ 月 ヨ リ鼻 ノ凋 園 二疵 状 ノ疹

ヲ生 ジ間 モ ナ ク全 勇 二披 が ツタ。大 サ バ米 粒 大 テ恢 褐

色 ヲ呈 シ、 膣 ニ ヨ リ提 色 スル 。Sucdepommedu

Lupusノ 外 観 ヲ呈 シ軟 イ。 組 織 學 的 二 ・・定 型 的 ノ狼

瘡 ノ構 造 ヲ示 シタ。 ピル ケ 反 慮 ・・陰 性 。 討 論 者M・

Hal16ノ ・本 患 者 ・・Lupusexanth6matiqueデ ア ラ ウ ト

イフ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

狼 瘡 檬 外 観 ヲ 呈 シ タ頬 ノ結 核 初 感 染 病 竈

Rihadeau・DumasetLeMdletier:L6siontubercule-

used'inoculationpremiさredelajoued'aspect

lupoide.(BulletindeIaSoci6t6deP6・diatriede

Parisp.83-86,1936.>

2歳 牛 ノ女 見 。 左 頬 部 二50「 サ ソ チー ム」大 ノ潰 瘍 が

アル 。 確 實 ナ感 染 源 ノ存 在 、「ッ ベ ル 〃 リソ」皮 膚 反 慮

陽 性 及 左 顎 下腺 ノ腫 脹 、ソ ノ穿 刺 物 ヨ リ組 織 學 的、 細

菌 學 的 二結 核 ナ ル コ トヲ確 メ得 タ黙 、更 二 内臓 二結 核
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性 病 竈 ヲ謹 明 シ得 ナ カ ツタ コ トヨ リ皮 嚇 ノ初 感 染 結

核 ノ診 断 ヲ下 シ タ。6ケ 月後 搬 痕 化 ノ傾 向 ヲ示 ジタ ガ

同時 二lupusagmin6sノ 像 ヲ呈 スル ニ 至 ッ〃。

r京 大 小 見科 松 田道 雄 抄)

結 核 性 脂 膜 炎 ト遺 傳 徽 毒 性 磯 膜 炎

RobertDebr6,JulienMarieetPierreGabriel:

M6ningitetuberculeuseetm6ningiteh6r6dosyphil-

itique.(BuUρtinde】aSoci6t6deP6.diatriede

Parisp.98-111,1936.)

9歳 ・男 兜 が贋 膜 炎症 状 ヲ呈 シ テ入 院 シタ。母 ハ妊 娠

中WaR(十),患 者 ノ 鵬 脊 髄 液 ノWaR(十)、Kahn
ド十)
、カ ツ結 核 菌 ハ誇 明 サ レナ カ ッタ。 タ ノニ微 毒 力

結 核 力決 定 シ得 ナ イデヰ タ。患 者死 亡 後 サ キ ノ鵬 脊髄

液 ノ培 養 及 動 物 接種 カ ラ結 核 菌 が詮 明 サ レタ。結 核 性

"簿膜 炎 ・確 定 的診 断 ニ ハ菌 ノ謹 明 ガ不 可鉄 デ ア ル。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見 肺結 核 二 於 ケ ル 血 漿 中 ノ 「ク ロ ール 」

F.Menna:11cloropiasmaticonellatubercolosi

pulmonareinfantile.(LapediatriaAnnoXLIV,p.

689-692,1936。')

種 々 ナ型 ・小 見 肺結 核 患 者 ノ各 時 期 二於 テ、20名 二

就 テ血漿 中 ノ1〃 ロ ール 」ヲ測 定 シ タ1・コ ロ、何 レモ正

常ZF均 値3.6gr%ヨ リモ低 カ ツ!e。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄 ♪

小 鬼 結 核 二 於 ケ ル 赤 血 球 ノ食 堕 水 二 劃 ス ル 抵 抗

MicheleAndreucci:Laresistanzaglobularealle

soluzioniclorosodicheneibambinitubercolotici.

rLapediatriaXLIV,p.18-30,1936.、

赤血 球 抵 抗 ト結 核 トノ最 近 ノ諸 成 果 ヲ紹 介 シ、自 ラ測

定 シタ32人 ノ2歳 カ ラ12歳 マ デ ノ結 核 小 見 ノ 成 績

ヲ報 告 シテ ヰ ル。此 虜 二最 大 抵 抗 ガ高 マ ツテ ヰ ル ノ・・

網 状 内皮 細 胞 系 ノ赤 血 球 破 壌 作 用 ・障 碍 デ アル ト イ

フ.(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄

60日 ノ小 見 二 於 ケ ル 潰 瘍 性 乾 酪 性 結 核 ノ ー例

IeutaSzejn:Sudiuncasoditubercolosiulcero。

caseogainunabambinadi60giorni.(Lapediatria

AnnoXLIV,710-717,1936.)

生後48時 間結 核 ノ母1・ 同 居 シ ヌ乳 見 が 生後60日 二

死 亡 シタ.臨 抹 上呼 吸 困 難 、「チ ア ノー ゼ 」ガ ア リ右肺

下部 二抵 抗 、呼吸 音 減 弱 が ア ツタ.ピ ル ケ 反 胞1、 マ ソ

トウ反 慮共 二陰性 。剖 検 ニ ヨ リ右 肺 上 中 葉 、左 肺 上 葉

二空洞 ヲ謹 明 シ、死 前 二結 核 ノ全 均 性 撒 布 ノァ ツタ コ
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トガ判 明 シ タ。脾 臓 ヲ除 イテ他 ノス ベ テ ノ器 官 二滲 出

性 乾 酪 性 ノ攣 化 が ア ツタ 。肝 臓 二初 感 竈 ナ 〃肝 門 淋 巴

腺 二異 常 が ナ カツ タコ トカ ラ先 天 結 核 ヲ除 外 シ タ。本

例 ・・前 「ア レル ギー」カラ 中間 ノ段 階 ヲ経 ズ シテ 「アネ

ル ギ ー」二移 行 シタ モ ノデ ア ル。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

結 核 ノ生 物 學 的 診 断 二 於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 虐

及 感 ノ特 殊 性

A.Corbia:Sullaspecifitadella(・utireazionealla

tubercolinanelladiagnosibiologicadellatubercolosi・

`LapediatriaAnnoXLIV,869-873,1936.]'

サッサ ー リ地 方 二 於 テ 過 去2年 間 二、 人型 、 牛型 ノ

ー
ツベ ル 〃 リ ソjヲ 用 ヒテ ピル ケ 反鷹 ヲ男 女 夫 々658

人.、529人 二施 行 シタ。 陽性 率 ノ・男 子:3'Oo/・。 女子35

%。 反復 検 査 二 於 テ人 型 菌 「ツベ ル ク リ ゾ」二 封 シテ ノ

ミ陽性 ノモ ノ男 子22例 、 女子20例 、 牛型 菌 「ツベ ル

〃 リソ」二i封 シ・テ ノ ミ陽性 ノモ ノ男 子12例 、女 子9例

デ ア ツタ。當地 方 二 ・・牛結 核 が存 在 シナ イカ ラ牛 型 菌

「ツベ ル 〃 リソ」陽性 ノモ ノが 牛型 菌 ノ感 染 ニ ヨル ト

・・考 ヘ ラ レナ イ。(京 大 小 見科 松 田 道雄 抄)

簡 軍ナ1ペ ル ク タ ン 」及 感 トシ テ ノ絆 創 膏 ニ ヨ ル 「ツ

ベ ル ク リ ン」及 感

MicheleVerde:Sullaprovatuber℃olinicasottocel・-

ottoadesivo.metodose】nplibicatodellapercutane-

oreazione.(LapediatriaAnnoXLIV,874-881,1936.)

モ ー ・一氏 「ペル 〃 タ ソ」反 慮 ノ種 々 ノ攣 法 ヲ述 べ 自

ラ ノ絆 創膏 ニ ヨル 「ツベ ル ク リソ」試 験 法 ノ経 験 ヲ示

ス。 帥本 法 ・・皮 膚 ヲ「エ ー テ ル」デ拭 ツタ 後蕉 「ツ ペル

〃 リ ソ」12滴 ヲ滴 下 シ流 レ去 ラ ヌヤ ウ ニ絆 創 膏 デ被

ヒ48時 間後 二判 定 ス ル。2ケ 月 ヨ リ14歳 二至 ル165

人 二就 テ検 シタ ノ ー、 ビル ケ氏 法 デ ノ・49%本 法 テ』51

・/。マ ソ1'ウ 氏法 デ55 .7%陽 性 デ ア ツタ。 本 法 ハ 日常

臨 抹 上 マ ン トウ氏 法 ヨ リ スグ レテ ヰ ル。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

サ ツサ ー リ住 民 ノ小 見 二 於 ケ ル 結 核 感 染 ノ傳 播

ErmenegildaCannas:Sulladiffusionedell'infezione

tubercolarenellapopolazioneinfantilediSassari.

(LapediatriaAnnoXLIV.992-997,1936.)

外 來 患 者 、 相 談 所 ノ乳 見、 孤 見院 見童 等1000名 ニ ピ

ル ケ反 慮 ヲ行 ツタ結 果 ヲ 示 ス。6ケ 月 以 内 ・乳 見 ノ

6.3%ヨ リ7歳 乃 至14歳 ノ52.7%マ デ陽i41率 ・・年 齢

1・共 二塘 加 スル。 就 會 的 二低 イ層 ホ ド感 染1ナミハ高 イ。
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成 人結 核 ノ死 亡 率 ハ 減 少 シ ツ ・ア ル が小 見 ノ結 核 死

亡 傘 ハ ソ レ・二李 行 シテ減 少 シ テ ヰ ナ イ。

(京 大 小 見科 松 田道 雄 抄)

麻 疹 卜結 核 トノ關 係

N.Carrara:Rapportiframorbieloetubercolosi,

(LapediatriaAnnoXLIV,1041-1085,1936.)

麻 疹 が結 核 ヲ悪 化 ス ル コ トノアル ノ・・確 カデ アル。特 二

結 核 ノ急 性 型 二 ・・ヨ ク ナ イ。然 シコ ノ場 合 ノ悪化 セ シ

ム ル率 ハ從 來 ノ文 獄 ニ アル 程 多 イモ ノデ ・・ナ イ。麻 疹

患 者 デ 合併 症 トシ テ 結 核 悪 化 ヲオ コス モ ノ ハ3・5%、

結 核小 見 ノ中麻 疹 デ 悪 化 シタ モ ノノ・5%二 過 ギ ヌ。

Nasso氏 ガ麻 疹 ノ・結 核 ヲ ヨク ス ル ト言 フ ノ・・行 キ過

ギデ アル。結 核 ヲ悪 化 セ シ ムル ノ ノ・Dysergieb氣 道

ノ「コナ ソ テー ム」様 ノ攣 化 トデ アル。麻 疹 ヲス マ ジタ

人 間 二結 核 ガ多 イ ト イフ事 實 カラ 麻 疹 ガ 結 核感 染 ヲ

容 易 ニ ス ル ト・・言 ヘ ナ イ。結 核 ヲ再 燃 セ シ ムル 危 瞼 ノ

アル 期 間 ノ・麻 疹 後 牛 年 乃 至1年 デ ア ル。結 核 ガ麻 疹 デ

悪 化 ス ル ノ ・・5歳 マ デ ニ多 イ。麻 疹 ノ血 清 ニ ヨル豫 防

ハ5歳 以 下 ノ結 核 感 染 見 及 ビ 第 二 次 「アvル ギ ー」'2

小 見 ニ ノ、試 ム ベ キ デ アル 。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

2歳 カ ラ16歳 マ デ ノ 巴 里 小 見 二 見 タ100例 ノ初 感

染 ノ紹 括 的 観 察

M.Co伍n:Observationsr6sum6esde100casde

prino。infectiontuberculeuse,observ6schezdes

sey,etspahsiensde2a16aus.(Bulletindela

soci6t6dep6diatriedeParisp.347-353,1936.)

規 則 的 二観 察 シ、ソ ノ雨 親 ヲモ 完全 二検 査 シタ2歳 カ

ラ16歳 マ デ ノ小 見 ノ初 感 染 例 デ アル 。 初 感 染 ノ最 モ

頻 同 二來 ル ノハ 男 女 トモ ニ5歳 及 ビ 男 子 ノ12歳 デ ア

ル 。然 シ思 春 期 ニ ア ラ ・・レル 結 核 二少 カ ラ ズ初 感 染 が

アル 。 感 染 源 ノ謹 明 デ ・・、疑 ・・シ イ患 者 二接 シタ モ ノ

18例 、甚 ダ疑 ・・シ イ患 者 二 接 シタ モ ノ20例 、 開放 性

患 者 二接 シタ モ ノ34例 デ アル 。 感 染 ハ家 庭 内 感 染 が

多 イ。家 庭 外 感 染 ・・11例 ア ツ タ。臨 林像 、一 般 状 態 「v

ソ トグ ソ」所 見デ 次 ノヤ ウニ分 類 シタ。

A)完 全 二所 見 ノ ナ イ モ ノ、25例 。

B)牛 バ 潜 在 ス ル 形、60例 。 コ レニ ノ・輕 度 ノ「vソb

ゲ ソ」所 見アル モ ノ、髄 重 ノ停 止 叉 減 少 スル モ ノ、

臨 抹症 状 ノア ル モ ノ が團 ス ル 。

C)進 行 形 、15例 。 コv二 ・・有 熱 者 、 黄 疸 、 結 節 性

紅 斑 、 頸 部 淋 巴腺 化 膿 、 粟 粒 結 核 等 が 團 ス ル。

録 【第16巻

初 感 染 ハ男 子 二多 イが、重 症 形 ハ女 子 特 二 思 春 期 ノ女

子 二多 イ。

傳 染 病 ノ結 核経 過 二及 ボ ス影 響 ハ、感 染 源 二接 鰻 ノ機

會 ノ多 カ ツ タ兄 妹 が 麻 疹 後 悪 化 シタ ノヲ 除 イテ著 ジ

イモ ノガ ナ カツ タ。

反 復 接 鰻 が進 行 形 ヲ 起 ス ノデ家 庭 内接 鰻 ガ 重 症 形 ヲ

起 ス コ トが多 イ。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

融 會 衛 生 扶 助 調 査 委 員 會 報 告

M.Huber:C(》mmissiond,hygiさneetd'assistance

sociale.(Bulletin唱desoci6t6deped.deParisp.

356--362,1936.)

外 來 叉 ・・入 院 患者 ヨ リ肚 會扶 助 局 施 設 、私 立施 設 二送

ル ベ キ 結 核 小 見 及恢 復 期 小 見 選 揮 法 草 案 二 關 ス ル報

告 。

1.小 見 ヲ 「プvヴ ェソ 〉 リ ウム」三 逡 ル ニ際 シ テ ハ

「ツ ベ ル ク リ ン」反慮 ヲ顧 慮 ス ル コ ト。モ シ皮 膚 反旛 陽

性 ノ時 ハ 「レ ソ トゲ ソ」鴇 眞 ヲ トル コ ト。

2.肚 會 扶 助 管理 局 、 小 見 衛 生保 護 機 關及 私 立 施 設

ハ小 見 ヲ適 當 二 選 澤 シ夫 々 ノ施 設 二適 ス ル が如 ク配

合 ス ル コ1・、

a)進 行性 及 開放 性 肺 結 核 ノ小 見 ハ 「サ ナ ト リウム」

二逡 ル コ ト。

b)第 一 次 「コ ソ プ レックス 」、scissuritestubercul-

euses,肋 膜 炎恢 復 期 、sp16no・pneumonie,bacilloses

gangliopulmonairesヲ 有 ス ル モ ノノ・「プvヴ ェソ トリ

ウム」二逡 リ醤 師 ノ嚴 重 ナ 監 硯 ノモ トニ オク コ ト。

c)一 般 症 状 ヲ呈 シ乍 ラ モ 皮 膚 反 鷹 陰 性 ノ小 見 及 皮

膚 反 慮 陽 性 デ モ結 核 が 永 ク非 進 行 性 デ 既 二石 灰 化 シ

タ病 竈 ヲ有 ス ル モ ノハ 「プ レヴェソ ト リウ ム」ノ別 ノ病

棟 二迭 ル コ ト。

d)乳 見 デ 皮 膚 反 慮 陽 性 ノモ ノハ 屡 く開放 性 デ アル

カ ラ皮 窟 反 慮 陰 性 ノ乳 見 ト隔 離 ス ル コ ト。

3.外 科 的結 核 ヲ 有 ス ル モ ノ叉 ノ・ソ ノ疑 アル モ ノ ヲ

逡 ル場 合 モ皮 胸 反 慮 ヲ行 ヒ、胸 部 「レソ トゲ ソ」罵 眞 ヲ

トル 必 要 が アル。

カ ・ル 種 類 ノ施 設 二働 〃 ス ベ テ ノ成 人 ヲ 結 核 ノ観 鮎

カ ラ嚴 重 二監 覗 ス ル コ ト.

4.心 臓 疾 患 見 、 心 臓 病 アル 「vウ"?・チ」患見 、友 白性

紳 経 炎 患 見 ハ 特 殊施 設 二取 容 シ職 業 指 導 ヲナ ス コ ト。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見 ノ,,granuliefroide"又 ハ 慢 性 粟 粒 結 核 ノ数

例
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A・YalletteetE・Stoerr;Apropo .sdequelques

casde,,granuliefroide'outuberculosemiliaue

chroniqu〔 ・〔・hez1'enfant.(Bu川etindeSoci6t6de

p6d.deParisp.↓17-424,1936.)

5歳 カ ラ12歳 二至 ル6例 ノ慢 性 粟 粒 結 核 ・臨 封材 象ヲ

示 シ テ次 ・ヤ ウ ニ結 論 スノし。

最 モ主 ナ ル症 状 ハ・一般 状 態 ノ塑i化 テ・無 ハナ ィ力 又 ・・

一 過 性 ニ ア ノL.菌'・1例 モ謹 明 シ得 ナ ィ。生理 的所 見

ノ・甚 ダ少 イ。「レソ トゲ ソ」窩 眞 デ雨肺 二定 型 的 ノ粟 粒

結 核 ・像 ヲ見 ル。 上 葉 二結 節 ヲ多 数 二 見 ル コ トア リ。

ア ラユ ル例 デ赤 血 球 沈 降 速 度 ハ速 η ナ ツテ ヰル 。豫 後

ハ不 曜 實 デ肺 二限 ラ レ〃 病 竈 ハ 治 癒 スル コ トモ アル

ガ、結 核 性 膿}膜 炎 が死 亡 ス ル コ トモ少 ク ナ イ。 剖 検 所

見 、 経 過 ニ ヨ リ種 々異 ル.治 療 八一 般 ノ結 核 ト同 ジ。
'
・」二`'"(京 大 小 見科 松 田道 雄 抄)

B.C.G.ニ ヨル 乳 見 漁 疹 治 療 成績

PierreWoringer:LosI・(zsultat.sautraitcmentde

1'ecz6medunourrissonparleB.C,G.(Bulletinde

soci6t6dep6diatr.deParisp.442-449.〕

急 性 傳染 病 デ乳 見灘 疹 ザー過 性 二治癒 シ、結 核感 染 デ

ハ瀟 疹 が永 績 的 二清 失 ス ル コ1・ヨ リ、乳 見 漏 疹 ノB.

C.G.注 射 ニ ヨル 治 療 法 二想 到 シタ。3年 間 二100例

以 上 ・乳 見温 疹 二本 法 ヲ行 ヒ77例 二就 テ6ケ 月以 上

襯 察 シ得 タ,57例 デ ・・4週 問 以 内 二 完 全 二 治癒 シ、

9例 デ ノ・治癒 二10週 ヲ要 シ'll例 デ ・・2ケ 月 デ尚 冶

癒 シナ カ ツ 〃。

治 療 ヲ早 期 二開 始 シPtホ ド成 績 が ゴ イ。生 後2ケ 月 カ

ラ5ケ 月 マ デ 八数 果 ハ殆 ド確 實 デ アル 。大 量 ノB.C.

G.ヲ 與 ヘ タ ホ ド数 果 ガ ノ・ヤ イ。 最 初1cmcカ ラ始 メ

テ全 量45cmcマ デ與 ヘ テ ヨ イ。

(京 大 小 兜 科 松 田道 雄 抄1

歯 齪 二 於 ケ ル 結 核 初 感 染 病 竈

AlbertValletteetBertholdRosenkranz:Chancre

tuberculeuxgingival.(Bulletinsdelasoci6t6de

p6diatriedeParisp.465-470,1936.)

7歳 ・女 見,1年 乍前 二 ・・「ツベ ル 〃 リン1反 帖 陰 性.

入 院 前7週 ヨ)}左 大 臼歯 ノ歯 銀 二潰 瘍 ヲ生 ジ、同 側 ノ

顎 下腺 が次 第 二腫 脹 シテ來 タ。入院 前6日 二結 節 性 紅

斑 ヲ生 ジ タ。ヱ 氏 反 慮 陰 性 。胸 部 「レ ジ トゲ ソ」窺 眞 二

異 常 ヲ認 メナ イ。局 所 ノ試 験 切 片 笥 リ組 織 學 的 二結 核

性 構 造 ヲ誼 明 シ得 タ.患 者 ノ年 齢 が幼 ク、且 ツ感 染 が

少 〃 〉モ1年 乍 以 内=一行'・ レタ コb、 肺 二攣 化 ノナ イ
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コ ト、結 節 性 紅 斑 ノ生 ジタ コ ト、 淋 巴腺 腫 脹 ノ高度 デ

ア ソ タ コ トカ ラ、蘭 齪 ノ潰 瘍 ハ初 感 染 病 竈 デ アル ト結

論 スル 。(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄.

左 側 横 隔 膜 麻 癩 及 疵 状 狼 瘡 ヲ 伸 ツ タ2歳 孚 ノ小 見

ノ淋 巴腺 肺 結 核

L.Ribadeau・Dumas,MmeSlgnicretM.Gharib:

Tuberculoseganglio.pulmonaireinfantile,avecpar.

6si6dudiaphragmegancheetl叩usverruqueux

chezunenfantde2ausi/2.(BulletinsdclaSoci6t6

dep6diatriedeParisp.539,)

痩 管 ヲ生 ジタ 頸 部 淋 巴腺 腫 ヲ 有 ス ル2歳 牛 ノ結 核 小

見 ノ、 左 中指 脊面 二定 型 的 ノ疵 状 狼 瘡 ヲ見4.「 レ ソ

トゲ ン」デ ・・中央 陰 影 ガ不規 則 二橿 張 シ左 ノ横 隔 膜 か

横 隔 膜 耐経 切噺 二見 ラ レル ヤ ウ ニ高 位 二存 シ 呼 吸 二

参 與 シテ ヰ ナ イ6〈 京 大 小 免科 松 田 遣雄 抄)・.

「ツ ベ ル ク リ ン
」二 封 ス ル 「ア レル ギ ー 」増 大 ノ護 左

トシテ ノ結 節性 紅 斑 、一ツ ベ ル ク リ ン」笈 感 ニ ツ イ テ

ノ出 現

J.」.Bindechedler:L'6r、rthさmenoueuxt6moinde

l㌔u≧・umentationdel'allergiealatuterculine.Son

apParitionalasuiteder6actiontuberculinique.

(Bulletinsdelasoci6t6dep6diatriedeParisp.

545-552,1936.)

「ッ ベル クリソ」皮 膚 反 鳳 ノ3日 乃 至6日 後 尋 結 節 性 紅

斑 ノ再 蛋 叉 ・・新 タ ニ生 ジ・x4例(3歳 乃 至10歳)・ 臨

躰像 ヲ示 シ、結 節 性 紅 斑 ト「ッベル ク リ ソ」反 慮 ト ・關

係 ヲ論 ジタ十 数 氏 ノ見解 ヲ紹 介 シ、結 論 トシテ 著 者 ハ

「ツ ベル ク リ ソ」反 噸 ト結 節 性 紅 斑 トノ因果 的 關係 ヲ

承 認 スル 側 二立 ッ コ トヲ述 ベ テ ヰ ル。結 節 性 紅 斑 ノ出

現 ノ條 件 バー 部 個髄 的 ナ モ ノデ ア リ、 一部 ・・「ア レル

ギー」ノ状 態 即 初感 染経 過 中 ノ「ア レル ギ ー」ノ突 然 ・

上 昇 ニ アル トス ル。 京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

「ヘ ル ペ ス」卜結 核

Sarrony,LeGenisseletStora:Zonaettube士culose.

(Bulletinsdelasoci6t6deP6diatriedeParisp.

553-556,1936.)

11歳 ノ 励ラ ビ ぎ 人 小 見 二「ヘ ル ペスJ登 生 後12日 、 痂

皮 形 成 期 二結 節 性 紅斑 ヲ生 ジタ。 結 核 経 過 中 ノ「ヘ ル

ペ ス」ノ生 ズル ノハ豫 後 が重 イ ト言 ハ レテ ヰ ル ガ 本 例

デ ノ・ソ レノ・認 メ ラ レナ カ ツタ。叉 二 次 的 「ヘ ル ペ ス」 ノ

特 徴 デ アル治 癒 傾 向 ノ緩 慢 モ 見 ラ レナ カ ツタ。 「ヘ ル

ペ ス 」ガ結 核 個 饅 ヲ感 作 シ結 節 性 紅 斑 ヲ生 ゼ シメ タ モ
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ノ ト思 フ。「ヘ ル ペ ス」i補膿 結 合 反 慮 ヲ試 ミナ カツ タ ノ

・・遣 憾 デ ア ツ タ。(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

學 校 二於 ケ ル 結 核 ノ獲 見 ト豫 防

G.Dreyfus・S6e:D6pistageet『prophylaxiedeCa

tuberculose'査1'6cole.(Bulletinsdelasoci6t6de

p6diatriedeParisp.588-593.)

學 童 結 核 ノ登 見 二 ・・全 校 小 見 二 皮 膚 反 磨 ヲ 行 フ ノ が

最 モ ヨ イ。コ レニ ヨ リ重 症 ヲ見逃 サ ナ イ ダ ケ デ ナ ク感

染 ヲモ 防 ギ得 ル 。小 學 膝 デ 系 統 的 二 「ッ ベ ル ク リソ」反

慮 ヲ 繰 返 ス コ ト多 ヨ リ小 見 ノ感 染 源 トナ ソ タ 家 族 ノ

結 核 ヲ モ獲 見 シ得 ル。開放 性 結 核 ノ疑 ・・シ イ小 見 ・・校

署 が學 校 衛 生保 護 局 ノ 相 談 所 ニ コ レヲ迭 ル コ トニナ

ツ テ ヰル が、從 來 コ ノ数 果 ・・不 充 分 デ アル 。 ソ ノ理 由

ハ小 見 結 核 ・・重 症 デ モ症 状 ヲ呈 シ ナ イ カ ラデ ァ ル。

有 数 二、且 ッ結 核 獲 見 二 役 立 ツ ヤ ウ ニ皮 膚 反 慮 ヲ行 フ

タ メ ニ ・・毎 年 入 學 前 ニ モ コ レヲ行 ・・ネ バ ナ ラ ヌ。入 學

前 二、皮 膚反 磨 陽性 ニナ ル マ デ毎 年 コ レ ヲ繰 返 ス コ ト

ヲ雨 親 二承 諾 サ レテ オ 〃 ノが ヨ イ。

(京 大 小 見科 松 田道 雄 抄)

(以 下 二課 出 ス ルニ 十 入 篇 ノ論 設i・・1936年11月8日

ニ ス トラ ス プー ル デ 行 ノ・ レ タ フラ ゾス東 部 小 見科

學 會 ノ演 読 デ、日程 二上 ツタ 問題 ハ ゴ小 兄 ノー 次 、二

次 結 核 ノ豫 後 ト治 療 』デ ァ ッタ)

序 瞬 。 外 部 的 重 感 染 ノ 結 核 初 感 染 ノ 脛 過 二 及 ボ ス

影 響

P.Rohmer:L'inHuencedessurinfectionsexogさnes

surl,6volutiondelaprimo・infectiontuberculeuse.

(Bulletinsdelasoci6t6deP6diatriedeParisp.

599-602,1936.)

本総 會 ノ「テー マ」ト シテ選 ソ ダー 次 、二 次 結 核 ト・・結

核 ノ初 感 染 ト ソ レニ績 ク播 種 ノ時 間 トヲ指 ス。雨 者 ハ

分 離 シ が タ イ モ ノデ 血 行 性 播 種 ハ 初 感 染 病 竈 ノ形 成

ノ始 メ カ ラ既 二存 在 ス ル。

既 二感 染 シテ ヰ ル個 饅 二封 ス ル 外 部 的 重 感 染 ノ 意 義

二就 テ ・・未 ダ意 見 が一 致 シテ キナ イ。又 初 感 染 ニ ョル

「ア レル ギ ー」ト免 疫 トが何 時 マ デ 縫 織 スル ヵ トィ フ

コ トモ 未 ダ決 定 サ レテ ヰ ナ イ。

(京 大 小 見 科 松 田道 雄 抄)

網 膜 謬 脈 周 圃 炎 卜閉 塞 性 血 栓 性 血 管 炎 ト ノ 差 違 二

就 テ

Radnot:VberdenUnterschiedzwischenPeriphle・

bitisretinalisundThrombangitisobliteransretinae.
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(Zeitschr.f.Augenheilk.93,1937.)

青 年 性再 獲 性硲 子 膣 出血 ハ網 膜 静 脈 周 園 炎 二因 リ、ソ

ノ原 因 ハ結 核 デ ア ル コ ト・・一 般 二信 ジ ラ レテ居 ル。唯

ソ ノ静 脈 周 園 炎 ガー 次 的 病 竈 デ アル カ、叉 ハ緻 登 病 竈

デ アル カ ニ就 テ多 少 議 論 ガ アル。 然 ル ニ 最 近Mar・

chesani・ ・青 年 性 再 獲 性 硝 子 艘 出血 ・・閉 塞 性 血栓 性血

管 炎 二基 クモ ノデ ア ル ト室 張 シ テ 學 會 ノ注 目 ヲ ヒ 〃

二至 ツ タ。

著 者 ・・再 登 性硝 子 髄 出 血 症 ノ5例 ヲ 剖 検 シ タ所 ソ ノ

4例 二於 テ静 脈 周 園 炎 ヲ讃 明 シタ 、唯1例 二於 テ ハ血

管 ソ ノモ ノ_ノ ・愛 化 ヲ認 メ ナ カ ヅタ。

叉 他 ノ6例 ノ静 脈 周 園 炎 及 ビ 謂 子髄 出 血 症 ノ患 者 ヲ

臨 沐 的 二精 細 二検 査 シタ が 閉 塞 性 血 栓性 血 管 炎 ヲ 謹

明 ス ル コ1… 出 來 ナ カ ツ タ。

以 上 ノ結 果 カ ラ 著 者 ・・青 年 性 再 獲 性硲 子艘 出血 症 ハ

矢 張 リ静 脈 周 園 炎 ニ ヨ ツテ起 リ、周 園 炎 ・・結 核 性 ノモ

ノデ アル ト認 メ タ。(菅 沼 定 男 抄)

眼 科 領 域 二於 ケ ル 結 核 菌 疑 集 及 底 ノ債 値

Sz6kely:DieSchatzungderAggultinationder

Tuberkel-BacilleninderAugenheilkunde.(Klin.

MbLAugenheilk.98.1937.)・

100例 ノ患 者 二就 テ結 核 菌 凝 集 反 磨 ヲ調 べ タ所 、 ソ ノ

成 績 ノ・「レ ソ トゲ ソ」検 査 、皮 内 反 慮 等 ノ成 績 ヲ遙 カニ

凌 駕 シテ陽 性 デ アヅ タ。(菅 沼 定 男抄)

眼 結 核 トソ ノ胸 部 病 竈

WerJeng・ ♪rg:Tuberkuloseoculaireetsourceintr・

athoracique.(Bull.Soc.frangOphthalm49,1936.)

眼結 核 ハ失 明 ノ重 要 ナ 、而 カ モ非 常 二多 イ原 因 デ アル

カ ラ、各 國 二於 テ モ本 疾 患 ノ豫 防 ヲ講 ジナ ケ レバ ナ ラ

ナ イ。シ カ シナ が ラ眼症 状 ガ全 均 結 核 感 染 ノ唯 一 ノ症

状 デ アル コ1・が多 イコ1・二 留 意 シナ ケ レ バナ ラナ イ。

ソ レ故 力 ・ル 患 者 ノ・ソ ノ眼 疾 患 ノ治 療 ノ ミデ ナ 〃、全

身 的 二高 山療 法 ヲ行 フ ベ キ デ ア ル。 眼結 核 患 者 ノ600

名 ヲ胸 部 「レ・ソ トゲ ソ」窮 翼 ニ ヨツ テ 調 ベタ所 、ソ ノ60

%二 肺 門淋 巴腺 ノ墾 化 が ア リ、30%二 於 テ・・爾 ホ進 ソ

ダ攣 化 ガ見 ラ レ タ。10%以 下 二於 テ肺 二重 症 ノ進 行 ジ

タ結 核 性 攣 化 ヲ見 出 シタ。(菅 沼 定男 抄)

「ツ ベ ル ク リン」及 ビ 「テ ベ プ ロチ ン」ニ ヨ ル4CO例

ノ眼 結 核 患 者 ノ治 療 成績

MusiaLDieBehandlungtuberkul6serAugenkran・

kheitenmitKochschenTuberkulin,Tebeprotinauf

Grundvon400Ftillen.(Klin.oczna15.)
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症 例 ノ選 揮 方 法、 治療 開 始 時 期 、ソ ノ量 ノ決 定 ・根 標

トシ テ ヘ ソ ノ臨 抹 所 見 、 ユ 氏 反 磨 、 髄 温 、1レ ソ ト

ゲ ソ」線 瞼査 成績 等 ヲ参 考 ニ シタ 。 「ツベル ク リソ」・・

髄 温37度 以 下 ノモ ノ ニ用 ヒ タ。 モ ー ロー 氏 反 鷹 ハ ソ

ノ免疫 状 態 二i封 シテ 確 カ ナ 指 針 ヲ與 ヘ タ。 帥 チ殆 ゾ

ドスベ テ ノ症 例 二於 テ 陽性 デ ァ ツテ僅 ヵ15%二 於 テ

陰 性 デ ア ツタ カ反 慮 ガ弱 カ ツ タ。」∠線 検 査 ノ結 果 ニ ヨ

ル1・59%二 於 テ 治 験 シ タ墾 化 叉 ハ 肺 門 淋 巴 腺 ノ石 茨

化 ヲ謹 明 シタ。35%二 於 テ ハ 多 少i新鮮 ナ攣 化 ヲ、6

%二 於 テ肺 及 ビ肺 門 淋 巴 腺 ノ著 明 ナ攣 化 ヲ認 メ タ。

治 療 トシテ 「テ ベ プ ロ チ ソ」、蕉 「ツ ベル ク リソ1ヲ 用 ヒ

タ カ'ソ ノ初 同 量 ト シテ ハ10"叉 ・・10-・"、時 二10-7ヲ 用

ヒ タ。 ソ シテ1-「)、稀v二1'3二 至 ル マ デ 培 量 シタ 。

最 モ有 数 デ ア ツタ ノハ結 核 性 結 膜 炎 、 角 膜 炎、虹 彩 毛

様 艦 炎 、輩 膜 炎 等 デ ア ツタ 。 精1有 数 デ ア ツタ ノハ深

部 角膜 炎 、脈 絡 膜 炎、 硯 紳経 炎 、 硬 化 性 角 膜 炎、角 膜

實 質 炎 等 、 不 確 實 ナ ノ・・硝 子 燈 出血 、 結 膜 結 核 、化 膿

性 涙嚢 炎 、 交 感 性 眼 炎 、 球 外1硯紳 経 炎等 デ ア ツ タ。網

膜 剥 離 ニノ・全 ク無 数 デ ア ツタ。(菅 沼 定男 抄)

眼 結 核 ノ際 ノ毛 細 血 管 ノ損 傷 二就 テ

Lint:Lafragilit6descapillairesdanslatuberculose

oculaire.(Arch.d'Ophthalm.N.1,1937.)

著 者 ハ眼 結 核 ノ際 二毛 細 血管 が 容 易 二 扱 傷 サ レル コ

トヲ、直接 爪抹 二 於 テ、 低 氣歴 ノ下 二於 テ、 叉 歴 迫 シ

テ 見 テ調 ベ タ。毛 細 血 管 ノ損 傷 サ レ易 イコ ト・・「ヴィタ

ミ ソ」C鉄 乏 ノ時 ニ モ起 ル が、 他 ノ疾 患特 二結 核 ノ際

二起 キ易 イ。著 者 バ カ ・ル コ トが眼 結 核 以外 ノ出血 ヲ

件 フ疾 患 ノ際 ニ モ起 ル カ ヲ調 ベ タ所 、ソ ノ成 績 ・・陰性

二終 ツタ.ソ レ故眼 科 讐 ・・モ ツ ト眼疾 患 ノ原 因 二封 シ

テ種 々 ノ方 法 ヲ以 テ 槍 ベ テ 結 核 ヲ 考 ヘ ナ ケ レバナ ラ

ナ イ。結 核 ノ際 二 出血 性 傾 向 ノア ル コ トハ ヨ クナ イ カ

ラ、コ レ ノア ル場 合 ニ ハ他 ノー 般 ノ療 法 以 外 二「ヴ。タ

ミ ソ」C、 「カル シ ウ ム」等 ヲ用 フル ノガ ヨ イ。

(菅 沼 定 男 抄)・

原 獲 性 結 核 性 角 膜實 質 炎 一例 ノ臨 躰 的 蛇 二 病 理 組

織 學的 所 見

弓削ts・一:(日 本 眼科 學1會雑 誌.第41巻 ・第11號 ・昭

和12年.2189頁)

43歳 女 子 。20歳 位 ノ 時 乾 性 肋 膜 炎 、31歳 ノ 時 角 膜

炎、36歳 ノ時 再 ビ 角 膜 炎 ヲ病 ソダ ガ何vモ 治 療 ニ ヨ

ツ テ 輕 快 、治癒 シ タ。 今 同 ・・右 眼 角 膜 下 部 二鎌 状 ノ比

較 的 膿 厚 ノ實 質 性 ノ潤 濁 が現 ・・レ・、次 第 ニ ソ ノ範 園 ヲ
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墳 シ、覗力障碍ヲ來 シタ。血液ヱ氏反堕,強陽性。 ピル

ケー氏反慮中陽性。

臨妹的二・・徹毒性角膜實質炎 ト少シモ差異 ヲ認メ得

ナカツタガ、病理組織學的二・・虹彩根部、櫛状靭帯部

二定型的ノ大結核結節及ビ角膜實質内ノ1彌蔓性寝潤、

及ビ上皮襟細胞、圓形細胞集團 ノ限局性病竈等 ヲ認メ

タ 。

叉 著 者 ハ結 膜 、輩 膜 二病 蔓 ナ ク虹 彩 根 部 等 ノ病 攣 ノ・角

膜 病攣i二 績 獲 シタ モ ノ ト解 シテ 本 角 膜 實 質 炎 ・・原 登

性 ノモ ノト考 ヘ テ居 ル,(菅 沼 定 男 抄)

眼 瞼結 核 腫 ノー 例

杉 田 操 一:(實 験 眼 科 雑 誌.第20年 ・196・ 昭 和12年 ・

39頁)

眼 瞼 結 核 或 ハ眼 瞼 皮 窃 結 核 ハ 稀 レデ ナ イガ、 眼 瞼 軟

骨 或 ハ 眼 瞼 皮 下 組 織 二 於 ケ ル 結 核 ハ 極 メテ稀 レデ

ア ル。 著 者 ・・最 近 ソ ノ1例 二遭 遇 シ ・x,ソ ノ症 例 ハ

22歳 ノ女 子 デ、 上 眼 瞼 カラ鼻 根 部 、下 眼 瞼 牛 二亙 ツテ

皮 下 組 織 二急 激 二腫 脹 ヲ來 タ シ〃.内 科 的 及 ビ病 理 組

織 學 的 二結 核 腫 デ ア ル コ トヲ確 メ、爾 ホ轄 移 性 二來 タ

モ ノ ト診 定 サ レタ。手 術 的 蛇 ビニ 「レ ン トゲ ン」療 法 ニ

ョッ テ3ケ 月除 デ漸 次 輕 快 シ グn(菅 沼 定 男抄 ン

眼 結 核 性 疾 患 ノ諸 楡 索 成 績

永 井 末 松:(中 央 眼 科署 報.第30巻.第2號.昭 和13

年.195頁)

著 者 ・・約5000名 ノ眼疾 患 患 者 中 力 ラ49例 ノ眼結 核

患 者 ヲ選 定 シ テ諸 検 査 ヲ行 ッテ、次 ノ結 論 ヲ得 タ。

1.眼 結 核 ハ ラ ンケ ノ第2期 二 登 生 スル モ ノ ト認 メ

ラ レ'ル。

2.「 プリュクテ ソ」ノ全 部 ヲ結 核 トス ル ノ・・妥 當 デ ナ イ。

3.「 ツ ベ ル 〃 リ ソ」反 鷹 中 マ ソb一 氏 法 、ピル ケ ー.氏

法 ヲ比 較 ス ル ニ優 劣 ヲ定 メ難 イ。 反慮 ノ剣 定 ハ24時

間 後 ヨ リモ48時 間 後 ノ方 強 ク現 バ レル。

4,血 液 沈 降 速 度 ・・一 般 二 促 進 ス ル が 青 年 性 再 登 性

硝 子 髄 出血 症 ・・殆 ソ ド正 常 デ ァル。

5.血 液 所 見 、 尿所 見 二 ・・重 病 肺 結 核 二 出現7.7V所

見 ヲ見 タ モ ノハ ナ イ。

6.吉 田氏 反 鷹 ・・眼結 核 デ ・・特 二 必要 ナ イ。鑑 別法 ト

・・考 ヘ ラ レナ イ。

7.胸 部 所 見b眼 所 見1・ ノ關係 ハ 匠 々デ ー一.一定 シナ イ。

(菅 沼 定 男抄 〉

蜜 験 的 眼 結 核 トVitaminC

水 川孝:(中 央 眼科 署 報.第29巻 ・第10號 ・昭 和12
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年.1055頁)

著 者 ハ家 兎 二實 験 的 二眼 結 核 ヲ起 サ セ、ソ ノ房 水 中 ノ

VitaminCヲ 西 垣 、 山 本 氏 比 色 法 ニ ヨ リ、 臓 器 ヲ

Indophenol法 ニ ヨ ツテ 定 量 シ、 房 水 中 ノ蛋 白質 ノ・末

吉 氏試 藥 ヲ用 ヒ タ.尚 ホ結 核 性 虹 彩 炎 ノ封 照 トシテ、

虹 彩 二無 菌 的 二裁 嚢 針 、 箆 、 「ピ ソ 七 ソト1ヲ 用 ヒテ刺

戟 ヲ加 ヘ テ虹 彩 炎 ヲ起 サ セ タ,

以 上 ノ實 験 カ ラ著 者 ・・次 ノ結 論 ヲ得 タ.

1・'實 験 的 眼 結 核 二於 ケ ル房 水 中V.C量 ノ・諸 種 炎

症 症 状 激 化 ニ ツ レテ減 少 シ、終 二大 多 数 例 デ ハ誰 明不

能 トナ ル6而 シ テ 各 個 動 物 二於 テ ハV.C清 長 状 態

・・各期 ヲ通 ジテ ソ ノ症 状 二平 衝 ス ル。

2.之 二 反 シ 實験 的 結 核 眼 二 於 ケ ル房 水 中蛋 白量 ・・

症 状 著 明 トナ ル ニ ツ レ激 塘 シ、大 多 敬例 二 於 テ ・・封 照

眼 ノ100倍 以 上 二達 ス ル。

3.V.C量 減 少 ト蛋 白量 増 加 ・・大 髄 準 行 的 デ ア ル ガ

蛋 白 量 激 増 ハV.C量 激 減 二遅 レル ヤ ウデ ァノレ。

↓.諸 種 症 状輕 快 シ タ少 数 例 ヲ見 ル ニV.C量 、 蛋 白

量 共 二封 照 眼 二接近 スル 傾 向 が アル が 雨 者 等 シク ナ

ル コ トハナ イ。

5.器 械 的 刺 戟 眼 二 於 テ モ 實 験 的 結 核 眼 二 於 ケ ル が

如 クV.C量 激 減 、 誰 明 不 能 二 至 リ、 蛋 白ti:'・・之 二

反 シ増 加 ス ル。

6,實 験 的 結 核 眼vC含 有 吊 ノ・結 核性 病 攣 最 モ顯

著 ナ虹 彩 及 ビ毛 標 膿 デ封 照 眼 ノ約2倍 量 二」1†加 シ、叉

角 膜 デ モ墳 加 ヲ示 シ、水 晶器 ・ ミデ ハ減 少 シテ 居 タ。

r菅 沼 定 男 抄)

「ヂ フテ リー」性 腹 壁 膿 瘍 ノ 治療 中 二 護 シ タル 結 核

性 網 膜 静 脈 周 圏炎

砂 田精 一:(中 央 眼科 馨 報.第29巻 ・第9號 ・II召和12

年.939頁)

著 者 ノ報 告 シテ 居 ル 例 ノ・25歳 ノ男 子 デ、腹 壁/「 ヂ フ

テ リー」性 膿 瘍 ノ治 療 中 二網 膜 静 脈 岡 圏 炎 ヲ起 シ タ症

例 デ ア ル。

即 チ 「ヂ フテ リー」治療 血 清 及 ビ自家1コ ク ヂ ゲ ン」ヲ

注 射 シテ居 タ所 、 血 清 注 射 ノ1ケ 月後 二(1家 「コ 〃 ヂ

ゲ ソ」ヲ膿 瘍 内 二 注 射 シ タ ラ1時 間 後 二 突 然 左 眼周 邊

部 ノ祝 力 障 碍 ヲ來 タ シ、眼 底 二 於 テ ・・上顧 額 側 静 脈 ノ

第2分 岐 黙 二 白濁 ヲ認 メ 、時 日 ノ経 過 ト共 二網 膜 静 脈

周 園 炎 ノ像 ヲ呈 シ タ。

本 病 墜 ハ「ヂ フ テ リー」ノ絶 過 中 二起 ツ タ が、綱 膜 病 愛

ノ・片 眼/ミ ニ限 ラ レ、而 モ紳 経 系統 ニ ハ何 等 異 常 ヲ來

録 【第16巻

タ サ ナ カ ツタ黙 、 腹 壁 ノ 「ヂ フ テ リー」性 炎症 ガ 漸 次

治 癒 ス ル ニ拘 ラ ブ網 膜 血 管 病 墾 が盆 く悪 化 シ タ鮎 、及

ビ全 身 状 態(既 往 二肺 尖 加 答 見 、 肋 膜 炎等 ア リ現在 モ

右 肺 二浸 潤 ア リ、1レ ン トゲ ン」所 見 陽 性 、 ピ ル ケー 氏

反 磨 陽 性 、喀 疾 中結 核 菌 陽 性 等)カ ラ見 テ本 病 墜 ハ「ヂ

フ テ リー」菌 ニ ヨツ テ起 ツタ モ ・テ ハ ナ ク、 輩 二之 二

封 シ テ行 ツタ 注 射 が誘 因 トナ ツテ 起 ツタ モ ノテ眞 ノ

原 因 ノ・結 核 デ ア ル ト考 ヘ ル 。1菅 沼 定 男 抄)

17歳 ノ少 女 二 護 生 セ ル狼 瘡 癌 ノー 例

rZ.Oszast:EinFallvonCarcinomlnLupobei

einem17j5hrigenmddchen.Dermat.Wschr.Bd。

104,S.641.1937.)

狼 瘡 ヲ母 地 トシ テ 獲 生 セル 癌 腫 ノ例 ・・サ ウ稀 有 デ ハ

ナ クKleipool6.7%、Darier↓0%、Reisner3.0%、

Leloire,Sequeirau.Wichmann1.5%、Thiem1.2

%、ReynO.5%ノ 如 キ獲 生 傘 ヲ示 スb云 フ、 著者 ノ

例 ハ16歳 ノ女 丁、 初 診 時 二 ・・眉 毛 ノ上部 、 上 眼瞼 、

鼻 根 、 頬 部 、 上 口唇 、 左 顎 、 頸 部 、左 耳殻 二及 ブ廣 範

ナ 定型 的 ノ狼 瘡 病 竈 が ア リ墳 殖 性 ノ所 、痂 皮 ヲ有 スル

魔 欄 面、少 数 ノ潰 瘍 等 が 見 ラ レ正 常 皮 膚 二移 行 スル部

分 ニ ハ多 数 ノ狼 瘡 結 節 が ア ル。顎 下 淋 巴 腺 及 ビ頸 腺 ・・

有 痛 性腫 脹 ヲ ナ ス モ ノガ ア リ眼 所 見 トシテ 右 側 水泡

性 結 膜 炎 及 ビ角 膜 斑iが 存在 スル が鼻 腔 、咽 頭 及 ビ喉 頭

ノ粘 膜 ニ ノ・攣 化 が ナf。

治療 ト シテ ・・一般 療 法 、 看 英燈 、X線 照 射 ヲ行 ヒ著 ジ

ク輕 快 シタ ガ翌 年 二至 リ上 口 唇 二 其 左 側 ザ 増 殖 シ腫

瘍 状 トナ リ途 二鳩 卵 大 ノ輪 廓不 規 則 ナ ル 腫 瘍 トナ ツ

タ.同 様 ナ腫 瘍 ハ眉 間 、耳殼 後部 ニ モ腰 生 シタ。 而 ジ

テ 組 織 學 的 二 ・・何 レモ 定 型 的 痛 李 上 皮 細 胞 癌 ノ像 ヲ

示 ジタ 。而 シ テ狼 瘡 癌 登 生 二封 シテ ・・明 カデ ナ イガ狼

瘡 病 墜 自勇 ン 登 生 原 因 ヲ オ 〃 モ ・及 ビ 治 療 後 ノ巖 痕

組 織 中 二駿 生 スル ト云 フニ ツ ノ考 ヘ ガ アル 。

(千 葉 醤 大 皮 瞬科 山崎 抄)

結 核 二護 生 セ ル 伸 展 性 皮 虐 線

(A.Varga:、BeiTuberculoseauftretendeStriae

cutisdistensae.Dermat.Wschr,Bd.104,S.667,

1937.)

各 種 ノ皮 膚 線 形 成 ・・機 械 的 乃 至 中毒 作 用 ニ ヨル 外 、特

別 ノ個 人 盟 質 、 性 別 、 内分 泌 因 子 、先 天 性 ・皮 膚 素 因

及 ビ各種 傳 染 病 ノ 毒 素 作用 が 關 聯 シ是 等 ノ因子 ニ ヨ

リ妊 娠線(St.9ravidarum)、 肥 脾 線(St・obesitatis)、

青 年 線(St.adolescentium)、 傳 染 病 性 線(St・infectiosa)
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等 ヲ匠 別 ス ル。 傳 染 病 性 皮 膚 線bシ テ ハ 最 モ 屡1腸

「チ フ ス」叉 「パ ラ チ フ ス」、赤痢 其 他種 々 ノ疾 患 後 二観

察 サL!結 核 二於 テ モApert,Hegler,Kogoj氏 等 り・眞

性 線 條 形 成 ヲ観 察 シ テ居 ル.著 者 ノ例 ・・19歳 ノ女 性

デ2、3年 來 腹 水 ア リ牛 年 前 左 側 腎 臓部 二疾 痛 起 リ腎

臓 結 核 ト診 噺 サ レ腎 別 出術 ヲ受 ケ 〃。其 後 尿 中菌 ヲ謹

明 セ ズ右 側 腎 臓 機 能 モ 正 常 ニ シテ 近 來 禮 重 ノ増 加 モ

減 少 モ ナ ク急 性 傳 染 病 ニ モ罹 ヵラ ナf。 月経 ハ13歳

ヨ リア リ不 順 デ屡 く痙 攣 ヲ件 フ。皮 膚 攣 化 ・・手 術 約 牛

年 前 ヨ リ左側 下 肢 ヨ リ'kジ 手 術 後 モ 墳 加 シ現 在 ノ・雨

側 下肢 及 腹 部 二 髄 長 軸 二斜 二線 状 配 列 ヲナ ン 多 ク ・・

亭 行 二走 リ赤 色 ヲ 呈 シ皮膚 面 上 二隆 起 セ ズ 寧 ロ所 々

隔 凹 シ指 歴 ニ ヨ リ消 失 セ ズ 僅 カ ニ樋 色 ス ル 程 度 テ ア

ル。組 織 學 的 ニ ハ限 局 セ ル部 分 ノ上 皮層 ノ萎 縮 、乳 頭

ノ扁亭 化 ア リ乳 頭 層及 ビ眞 皮 層 ノ血 管 振 張 、及浮 腫b

血 管 周 園 ノ淋 巴球 浸 潤 ア リ此 部 分 ニ ハ 彊 力 繊 維 力稀

薄 デ アノレ。治療 ト シテ1屈壮 鋼 、 皮 膚 堪 置 ト共 二 月経 障

碍 二i封シ 「ホル モ ソ」鋼 ヲ用 ヒ タ が 之 ハ 皮 膚 攣 化 二影

響 ヲ與 ヘ ズ、從 ツテ 本 例 二於 テ ノ・結 核 菌毒 素 作 用 坦 外

二結 核 ニ ヨル ニ 次 的 墜 化 ト シテ 内 分 泌 機 能 障 碍 ガ何

等 力關 與 ス ル カ否 ヤ決 定 ・・困 難 デ ア ツ タ。

(干 葉 署大 皮 膚科ll崎 抄.

丘 疹 状 結 核 疹 ト皮 虐 萎 縮 斑

(Gongerot,Burnier`'tSiemens:Tuberculose{utan6。 ・

PapuleuseetennapPeatrゆphiante.Bull.S(,〔 ・.franc.

Dermat.43,N。8,p,1606.)

患 者、46歳 男 性 。乍年 前 四肢 、 背、頭 部 二播 種 状 ノ丘疹

状 皮疹 ヲ生 ジタ。自llチ前 醇 及 上腫 ニ ハ 丸形 或 ・・四 角 形

ヲナ シ ゲ丘 疹 力'孤立性 叉 ・・板 状 ヲナ シ テ存 在 シ質 ・・

硬 ク紫 紅 色 ヲ呈 シ鱗11・}アリ、殊 二肘 二 ・・乾 癬 様 所 見 ヲ

示 シタ。同 様 ナル 皮 疹 ハ下 肢 ニ モ ア リ足 ・・腫 脹 シ紫 色

ヲ呈 シ脛 部 ・・丘疹 状 鱗 暦性 皮疹 が 特 二著 シ〃 時 二・・

紫斑 病 様 トナ ッテ ヰ タ.背 部、側 胸 部 ニ モ 同様 所 見 ア

リ頭 部 二於 テ ハ 皮 膚 ハ乾 癬 ノ際 二観 ル 如 キ帯 白色 鱗

屑 ヲ以 テ被 ハ レテ ヰ タ。組 織 學 的 ニ モ 毛嚢 性 ノ定 型 的

丘疹 状 皮 慮結 核 ノ所 見 ヲ認 メタ。尚 本 患 者 ヲ「ソ ベ ル ク

リソ」ノ屠 量 的 注 射 ニ ヨ リ治 療 シ経 過 中肝 硬 愛症 二因

ル ト思 バ レル 吐血 ガァ リ高 度 ・貧 血 ヲ 招 來 シ タ ガ之

ノ恢 復 ト共 二 皮疹 モ 輕 快 シ 鑑 皮症 様 或 ハヘ ル ク ス・・

イメ ル 氏病(慢 性 萎 縮 性 肢 端 皮 膚 炎 ノコ トナ ラ ・ ヲ

思 ハ セル 皮 牌 ノ萎 縮 ヲ來 シタ。

(千 葉 醤 大 皮 膚科 山崎 抄)
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大腿 蔀 二於 ケ ル亘 大ナ ル庇 状 結 核

(Weissenbach,L6vy・Frar,ckeletMartineau:Tuber-

culoseverruqueuseg6antedelacuisse・Bul1・.S〈.,,.・

fran9.Det・mat.43Nos.p.1629.)

患 者 ノ・45歳 ノ男性 デ20年 前 二 獲生 シ タ 廣 汎 ナ ル 皮

膚疵 状 結 核 ノ1例 デ ア ル。ep-9L病 竈 ・・殆 ド右 大 腿 上 部

三分 一 及 磐 部 ヲ侵 シRiehletPaltauf雨 氏 結 核 ノ定

型 的 所 見 ヲ呈 シ、殊 二右 大 腿 内側 二 ・・小 膿 瘍 ヲ形 成 シ

前 面 ニ ノ・多 微 ノ孤 立 セ ル不 規 則 形病 竈 ア リ、外 側 二 ・・

蛇 行 状 皮 疹 ア リ、磐部 下 三 分 一・ニモ 大 ナル 疵 状 面 ヲ形

成 スル 。 組 織學 的 ニ モ 定 型 的 所 見 デ ア ツ テ本 症 ・・23

年 前 左 側 副 睾 丸炎 ノー手 孔噺麦化 膿 シ 痩 孔 ヲ生 ジ タ ノが

原 因1・見 ラレ其2年 後 第2同 手 術 ヲ行 フ ト同 時 二獲 疹

ガ現 レタモ ノデ ァル 。 干葉 署大 皮 庸科 山 崎 抄

融 解 性 藥剤 二依 ル尋 常 性 狼 瘡 ノ治療

(H.Fischer:DieBehandlungderLupusvulgaris

mitverdauendenMitteln.Dermat.Wschr.Bd.104,

S.337,1937.)

Kratz氏 ・・既 二1925年 二Krause-Medico會 祉 ノ2%

Pyrssolva軟 膏 ヲ3例 ノ尋常 性狼 瘡=二用 ヒテ強 力 ナ ル

融 解 作 用 ヲ利 用 シ テ病 竈 ヲ 搬 痕 組 織 ニテ 治癒 セ シ メ

此 方 法 ノ・狼 瘡 治療 法 ニー 新 方 面 ヲ開 クデ ア ラ ウ ト述

べ タ。著 者 へ藥 物 作 用 ノ・軟膏 ヨ リ硬 膏 ノ形 ノ方 力強 イ

ト云 フ考 ヘ ゴ リ同 就 製 ノPym・alva硬 膏 ヲ用 ヒ テ多

敬 ノ痕 瘡 例 ヲ治 療 ソ卓 致 ヲ認 メ タ。

使 用 方 法 ・・痂 皮 ヲ除 去 シテ不 硬 膏 ヲ 密 著 貼 付 シ糊 帯

ヲナ シ3日 間放 置 スル 。3日 後 二糊 帯 ヲbリ 生 ジ〃 分

泌物 ヲ 「カ ミツ レ」温 溶 液 デ洗 ヒ乾 燥 シテ 再 ビ 同方 法

ヲ繰 返 シ此 方 法 ヲ約9週 間畿 績 ス ル。 然 ル 後Unna

氏 「ペ プ シ ソ」棚 酸 溶 液 デ約 鴛 日間漁 布 サ セ 治療 部 ノ

獲 赤 ヲ取 去 ル。而 シテ其 所 見 ニ ヨ リ治 療 纒i績 日藪 ハ適

當 二加 減 ス ル 。乍硬 膏 ノ作 用 数 果 ノ先 ヅ狼 瘡 結 節 ・・饗

赤 シ化 膿 融 解 シ軟 イ搬 痕 組 織 二愛 ル。増 殖 型 デ ハ次 第

二低 ク ナ1)健 康 皮 膚 面1・同 高 ニ ナ リ殆 ド目 ニ ツ カ ヌ表

面的 ノ搬 痕 トナル 。コ ノ作用 ノ・全 ク特 異 的 デ健 康 ナ皮

膚 ・・侵 ス コ トガナ ィ。(千 葉 署大 皮 膚 科 山崎 抄)

Lupocidニ ヨ ル治 験

kH.、Vendeborn:ErfahrungenmitLupocid.Dermat.

、Vschr.Bd.101。S.343,1937.)

Lupocidノ ・「ワk"リ ソ」ヲ;ll.rYlltlトシタSalizy1,Resorcin,

Carvacrol,Naphthol,蒼 鉛 ノ混 合 シタ モ ノデ芳 香 ヲ有

シ殆 ド無 色 ノ軟 膏 デ 四 種 類 ノ強 サ ニ分 ケ テ 調 製 サ レ
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テ アル 。規 準療 法1・ ジテ14日 間LupocidlV/1日3

同 塗 布 ヲ綴 織 シ大 多 藪 例 二於 テ 満 足 ス ベ キ 深 達 作 用

ヲ認 メ良 結 果 ヲ得 タ 。 猫 潰 瘍 型 二 ・・Borolan及 ビ棚

酸 冷 軟 膏 ヲ以 テ後療 法 ヲ行 ヒ、僅 カニ残 ツタ狼 瘡 二 ・・

更 二Lupocidヲ 用 ヒ或 ・・境 界 線 療 法 ヲ行 ツ タ。 次 デ

4例 ノ尋 常 性 狼 瘡 ト1例 ノ皮 膚涜 状 結 核 ノ 治験 例 ヲ

述 べLupocid・ ・中…毒 ノ危 瞼 ナ ク痔 痛 少 久 外來 的 二、

而 モ 廣 汎部 二 用 ヒ ラ レル ノデ 優 レタ ル 腐蝕 刺 デ ア

ル 。(千 葉 騰 大 皮 膚 科 山 崎 抄)

酒 餓 檬結 核 疹

(L.Forman:TheRosacea-likeTuberculide.Britisch

Journ.ofDermat.d.SyphilisVol.XLVIII,p.296.)

酒 餓様 結 核 疹 ・・1909年Blaschkoが 倣 例 ヲ示 シ、 其

後Lewandowskyニ ヨ リ詳 細 ナ研 究 ガ 報 告 サvテ ヰ

ル。 本 症 ノ・臨 抹 的 検 査 、「ッベル ク リ ソ」二封 ス ル 免 疫

學 的態 度 、 組 織 學 的 所 見 、治 療 法 等 二就 テ興 味 アル 問

題 ヲ提 供 ヌ 。 著 者 ・・自家 症 例2例 二Barbarノ 報 告

シ タ2例 ヲ加 ヘ テ記 述 ジ テ ヰル 。 即 チ 患者 ノ・46、27、

54、49、歳 ノ何vモ 女 性 デ 全 部 二酒 飯 的 素 質 ガ ア ツタ。

潮 紅 登 赤 ノ出 現 ・・第2例 デ ・・分 娩 直後 、 第3例 、4例

デ ハ 月経 閉 止 期b關 係 が ア ソ タ、叉 第1例 ハ 皮 膚 ガ常

=脂 漏 性 デ ア ツタ 。 登 病 ノ年 齢 ノ・Wile及Grauer

ノ集 メ タ21例 デ ・・20-一一47eC、Mac-Kee及Sulzberger

ノ集 メ タ10例 デノ・酒 破 ノ獲 病 期 ニー 致 シテ ヰ タ 。 組

織 學 的 ニモ 亦 既 往 ノ記 載 ト合 致 シテ 屡 く毛 嚢 ニー 致

シ テ存 在 スル 結 核 様 肉 芽 腫 ニ シテ 中心 壌 死 二 隅 リ多

核 細胞 ノ浸 潤 ハ 細 菌 性 原 因 ヲ 思 ハ セ ル モ ノ ガ ア リ此

關 係 ・・叉壌 疽 性 丘 疹}伏結 核 疹 ガ 毛 嚢 二 關聯 シ テ獲 生

ス ル コ トヲ聯 想 サ セル 。1ツ ベ ル クbソ 」反 磨 ハ4例b

モ著 シ キ 「ツ ベル ク リ ノ」感 受 性 ・・示 サ ナ カ ツ タ。然 シ

從 來 ノ報告 例 中 二 ・・既 二稀 薄 「ツベル 〃 リソ」 二樹 ス

ル 反 磨 ガ本 症 ヲ診 噺 ス ル ニ 意 味 ア リ、MacKee及

Sulzbergerニ ヨ1ノバ 之 が顔 面 播 種 状 粟 粒 狼 瘡 及 ビ ブッ

ク民 顔 肉腫 ト本 症 ト ノ鑑 別 トシテ用 ビ ラt・ル ト云 フ

ガ凡 テ ノ例 二之 が可 能 デ ・・ナ イ。Moro民 皮 膚 反慮 ハ

3例 二行 ツ タ。Jadassohn・ ・之 ノ酒 飯 様 結 核 疹 ノ非 典

型 例 ノ診 噺 二用 ヒ得 ル ト述 ベ タ ガ、時 トジ テノ・陽性 反

磨 ヲ得 ル ニ ハ 之 ヲ繰 返 ス 必要 がア ル。 丘 疹 ヨ リノ直

接 楡 査 デ ハ結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 ズ、 培 養 、動 物 試 験 二於

テ モ陰 性 デ アル が之 ハ結 核 性 原 因 ヲ 否 定 ス ル モ ノニ

非 ズ菌 敷 が少 量 ナル 爲 感 受 性 ノ高 イ皮 膚 内 デ 速 二破

壊 サ レル爲 デ ァ ラ ウ。内臓 ノ活 動 性 結 核 病 竈 等 モ著 者

ノ少 数 例 デ ハ決 定 的 ノモ ノ・・ナ イ。鑑 別 診 断:鑑 別 ヲ

要 スル モ ノノ・壊 疽 性 丘 疹 状 結 核 疹 、酒 餓 、 顔 面播 種 状

粟 粒 狼 瘡3者 デ アル が壌 疽 性 丘 疹 状 結 核 疹 ハ 顔 面 二

限 局 スル コ ト・・稀 デ 嘔 幹 四 肢 ニ モ曇 疹 シ 壊 死 二次 デ

痂 皮 ヲ形 成 ス ル/が 特 徴 デ組織 學 的 ニ モ 匠 別 ガ ツク。

酒 敲 ・・登 生部 位 が 殆 ド同様 ナル 故 屡 く困難 デ ハ アル

ガ酒 蝕 二於 テ・・鼻 尖 部 ヲ 侵 ス ガ本 症 デ ・・鼻 尖 部 ・・著

シ〃侵 ス コ トガ ナ ク勿論 鼻瘤 ヲ形 成 ス ル コ ト・・ナ イ。

叉 丘 疹 モ 仔 細 二診 ル ト診 噺 二役 立 ツ モ ノデ 酒 厳 二於

ケ ル 配 列 ・・紅 斑iノ著 ジ イ部 分 二見 ル が 酒 餓 様 結 核 疹

デ ハ屡 ζ頭 髪 ノ生 エ ギ ・・、 頭 皮 、頸 ノ方 二迄 及 ソデ居

ル 。 顔 面 播 種 状 粟 粒 狼 瘡 トノ鑑 別 ノ・顔 面 ノ中心部 眼

窩 、 上 眼瞼 ヲ上 口唇 ト同様 二侵 シ、丘 疹 ノ・皮 膚 面 上 二

突 出 シ テ丸 ク組 織 學 的 ニ モ亦 各 々匠 別 がア リ、1ッ ベ

ル 〃 リ ソ」反 鷹 ガ又 本症 デ ・・感 受 性 塘 強 が アル ニ反 シ

播 種 状 粟 粒 狼 瘡 デ ・・「ア ネル ギ ー」性 力或 ハ 比 較 的 濃

イ「ツ ベ ル ク リソ」二僅 カニ反 慮 ス ル ト云 ハ ソテ ヰル。

治 療 法 トシテ著 者 ノ・SolganalBO・19量 ヲ注 射 ・y4

例 中3例 二数 果 が ア ツタ。然 シ金 ニ ヨル 治 数 ヲ以 テ結

核 性 原 因b・ ・ナ シ得 ズ、MacKee及Sulzbergerカ'

「ツ ベ ル ク リ ソ」注 射 ニ ヨ リ数 果 ヲ 認 メ タ ノハ意 味 ア

リ、叉 「ツ ベル ク リ ソ」感 受性 ・・組織 學 的 所 見 ト共 二結

核 性 成 因 二左 祖 スル トモ ノ ト考 ヘ ル 。

(千 葉 馨 大皮 膚科 山 崎 抄)
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